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第 2-6 部： 据置形 ホブ， オーブン， 
クッキング レンジ 及び これらに 類す る 
機器の 個別 要求 事項 

正誤 票 



区分 


位 k 


誤 


正 


み 体 


3.201 


なお， 押 圧が， 40 N 以下の もの は…。 


なお， 押 圧が， 0.4N 以下の もの は…。 








22.201 


適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 


適否 は， 手動 試験に よって 判定す る。 








22.202 


- ロッ クぉ' 《構 を 操作… （22.113 又は…。 


一 ロック 機構 を 操作… （22.114 又は…。 




適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 


適否 は， 目視 検査 又は 手動 試験に よって 




判定す る。 
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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 電機 
工業 会 （JEMA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
査会 の 審議 を 経て， 経済 産業 大 臣が 改正 した 日 本 工業規格で あ る 。 

これによ つて JISC 9335-2-6: 1998 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 改正に 当たって は， 日本 
工業規格と 国際規格との 対比， 国際規格に 一致した 日本工業規格 を 基礎に した 国際規格 原案の 提案 を 容易 
にす るた めに， lEC 60335-2-6 ： 2002, Household and similar electrical appliances ― Safety -Part 2-6 : Particular 
requirements for stationary cooking ranges, hobs, ovens and similar appliances を 基礎 と して 用いた。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 

J1SC 9335-2-6 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 

附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



(1) 
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家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 

第 2-6 部： 据置形 ホブ， オーブン， クッキング レンジ 
及び これらに 類す る 機器の 個別 要求 事項 

Household and similar electrical appliances— Safety— Part 2-6 : Particular 
requirements for stationary cooking ranges, hobs, ovens and similar 

appliances 

序文 こ の 規格 は， 2002 年に 第 5 版 と して 発行 さ れた lEC 60335-2-6 ： 2002， Household and similar electrical 
appliances ― Safety ― Part 2-o : Particular requirements for stationary cooking ranges, hobs, ovens and similar 
appliances を 元に， 技術的 内容 を 変更して 作成した 日本工業規格 であり， JIS C 9335-1 (家庭 用 及び これに 

類す る 電気機器の 安全性 一 第 1 部 ： 一般 要求 事項） と 併読す る 規格で ある。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一覧 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 1 (参考） に 示す。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 家庭 用 据置形 ホブ， オーブン， クッキング レンジな どの 安全性に ついて 規定 
する。 定格 電圧 は， 単相 機器に ついては 250 V 以下， その他の 機器に ついては 480 V 以下と する。 
備考 101. この 規格の 適用 範囲に あたる 機器の 例 は， 次に よる。 

一 グリ ドル 

一 グリル 

- 電磁 ホブ 

― 熱 分解 セルフ' クリーニング オーブン 
- スチーム オーブン 

この 規格で は， 住宅の 中 及び 周囲で， 機器に 起因して 人力 遭遇す る 共通 的な 危険性 を 可能な 限り 取り扱 
つてい る。 ただし， この 規格で は， 通常， 次の 状態に ついては 規定して いない。 
一 監視がない 状態で 幼児 又は 非 健 常 者が 機器 を 使用す る 場合。 
一 幼児が 機器で 遊ぶ 場合。 
備考 102. この 規格の 適用に 際して は， 次の ことに 注意す る。 

一 車両， 船舶 又は 航空機 搭載 用 機器に は， 要求 事項の 追加が 必要になる 場合 も ある。 
- 多くの 国に おいて は， 厚生 関係 機関， 労働 安全 所管 機関， 水道 当局 その他の 当局に よ 
つて， 追加 要求 事項 を 規定して いる。 
103. この 規格 は， 次 の 機器 に は 適用し ない。 
一 業務 用 仕出し 業に 用いる 機器 

― 腐食し やすい， 又は 爆発性の 雰囲気 （じんあい， 蒸気 又は ガス） が 存在す る 特殊な 状 
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態の 場所で 用いる 機器 
― グ リ ル， ト ースタ 及び 類似の 可搬形 調理 機器 （IEC 60335-2-9) 
一 電子レンジ （IEC 60335-2-25)。 
備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/IEC Guide 21 に 基づき， IDT (—致して いる）， 
MOD (修正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 

IEC 60335-2-6 Household and similar electrical appliances ― Safety ― Part 2-6 : Particular 
requirements for stationary cooking rages, hobs, ovens and similar appliances (MOD) 



2. 引用 規格 引用 規格 は， JISC 9335-1 の 2. による ほ 力 \ 次に よる。 
丄 IS C 1602 熱電対 

備考 1EC 60584-1 ： 1995 Thermocouples -Part 1 ： Reference tables が、 こ の 規格 と 一致 している。 



3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JIS C 9335-1 の 3. による ほ 力つ 次に よる。 ただし， 3.1.6 

及び 3.1.9 は， この 規格に よる。 

3.1.6 JISC 9335-1 の 3.1.6 による ほ 力 \ 次に よる。 

備考 101. 1 相に つき 4 以上 （3 は 含まない。） の ヒー ティング ユニット を もつ 機器に ついては， 端子 
サ ィ ズ及 び 電源 コード の 公称 断面 積 を 決める ために 用いる 電流 を 測定す る 場合， 不等 率 を 
定格 電流 又は 定格 入力に 適用す る。 不等 率 F は， 次の 式に よって 計算す る。 

77=0.35 + ^ 
お 

ここに， N: 1 相当たり の 同時に 動作で きる 発熱 体の 数 
3.1.9 通常 動作 （normal operation) 3丄 9 .101 〜； 3丄 9 .107 に 規定す るよう に， 機器 を 運転す る。 

3.1.9.101 電磁 ホブ エレメント 以外の ホブ エレメント は， 冷水 を 入れた 容器と ともに 運転す る。 この 容器 

は， 磨かれて いない 市販の アルミニウムで できて いて 平らな 底が あり， ふた をし なければ ならない。 水が 
沸騰す るまで 温度 コントロール は 最大に 調節し， その後， 緩やかに 沸騰す るよう 調節す る。 沸騰 中， 水位 
を 保った めに 水 を 加える。 

備考 1. 蒸気が 試験に 影響 を 与えない ように， ふた をし なければ ならない。 
疑わしい 場合 は， 付図 101 に 示す 容器 を 用いる。 

電磁 ホブ エレメント は， 付図 102 に 示す 容器に， 室温の クッキング オイル を 容量の 約半分 入れて 運転す 
る。 温度 コントロール は， 油の 温度が 180 T:±4 で に 達する まで， 最大 セッティング にし， その後， この 
温度 を 保つ ように 調節す る。 

すべての ホブ エレメント について， 容器の 底の 直径 は クッキング ゾーンの 直径に ほぼ 等し く'， 液体の 量 
は， 表 101 による。 容器 は， クッキング ゾーンの 中央に 置く。 

備考 2. —つの ホブ エレメント について， 幾つかの クッキング ゾーンが 表示され る 場合， 最も 不利な 
もの を 試験で 用いる。 

3. 非 円形の クッキング ゾーンに ついては， ホブの リム， その他の 容器 を 考慮しながら， 可能な 
限り クッキ ン グゾー ンを 覆うよう な 最も 小さ い 非 円形 容器 を 用いる 。 
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表 101 容器 内の 水量 



調理 ゾーンの 直径 

Mm 


水の 量 


^110 


0.6 


> 110^ 145 




>145^180 




>180^220 


2 


>220^300 


3 



3.1.9.102 オーブン は， 空に して ドア を 閉めて 運転す る。 オーブン 中央の 平均 温度 を 次のように 保つ よう 
に， 温度 コントロール を 調節す る。 

一 強制 空気 循環 付 オーブンに ついては， 220 。C 土 4 で。 
- その他の オーブンに ついては， 240 。〇士4 。C。 

備考 この 温度 に 達しな レ 、場合， 温度 コントロール を 最大 セッ ティ ン グ に 調節す る。 
温度 コントロールが 付いていない オーブン は， 240 で ±15 でに， オーブン 中央の 温度 を 保つ ように スィ 
ツチ を ON, OFF する。 

スチーム オーブン は， 取扱説明書に 従って 運転す る。 調理 温度に 達する まで， コントロール を 最大 セッ 
ティング にし， その後， この 温度 を 保つ ように， 最小 セッティングに する。 
手動で 給水す る 蒸気 発生 器に は， 取扱説明書に 従って 給水す るが， 水 は， 蒸気の 発生 を 保つ ように 追加 

する。 

自動 給水す る 蒸気 発生 器 は， 給水 源に 接続し， 取扱説明書に 従って その 圧力 を セットす る。 
水の 温度 は， 次に よる。 
一 冷水 源に 接続す る 機器に ついては， 15 V±5 。C。 

― 温水 源に 接続す る 機器に ついては， 60 。C±5 で 又は 取扱説明書に 指定され た 温度の いずれ か 高い 方。 
蒸気 発生 中， スチーム オーブン も 運転す る 力、 温度 コントロール は， 蒸気な しの 運転の ように 調節す 

る。 

3.1.9.103 グリル は 空に して， グリル 用 受け皿 及び フード サポート を 通常 使用 状態に おいて， 最も 不利な 
位置に して 運転す る 力く ドア， その他の 附属 品 は， 取扱説明書に 従う。 取扱説明書がない 場合， ドア， そ 
の 他の 附属 品 は， そのまま にして 最も 不利な 位置に 置く。 温度 コントロール は， 最大 セッ ティ ング にす る。 
しかし， オーブン 組 込みの グリルの 取扱説明書で， より 低い セッティング を 指定して いる 場合， この セッ 
ティング を 用いる。 ヒー ティング ユニットより 高い 位置に 置ぐ リフレ クタ は， 規定の 位置と する。 
3.1.9.104 オーブン 又は グリルの 回転ぐ し は， 付図 103 に 示す 回転ぐ しにお もり を 付けて 運転す る。 機器 
は， 次に ついて 取扱説明書 を 考慮して 運転す る。 
― 運転す る 発熱 体。 
- 温度 コントロールの セッティング。 
- ドア 及び グリル 用 受け皿の 位置。 

そのような 説明書がない 場合， コントロール は， その 最大 セッティング にし， ドア を 完全に 開ける か 又 
は 最も 不利な 中間 位置に する。 グリル 用 受け皿 は， 最も 低い 位置に 置く。 

3.1.9.105 保温 ド ロワ 及び 同様の コンパ 一 トメ ント は閉 位置に し， その コント 口 ールを 最大 セ ッ ティ ング 

にして 運転す る。 

3.1.9.106 グリ ドル は， 温度 コントロールの 調節 又は 電源の 0N， OFF によって， 加熱 表面の 中心 温度 を 
275 。C±15 。C に 保つ ように 運転す る。 
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3.1.9.107 クッキング レンジ は， 通常 動作の もとで 個々 の 発熱 体 を 運転して いる 状態で 運転す る。 

3.101 オーブン （oven) 食品の 入った 容器 を 棚に 置く ことができる 構造で， 扉 を 備えた 加熱す るた めの 空 

間 を もった 機器。 

3.102 グリル （grill) 食品 を 焼き網 又はく しで 支えて， 放射 熱で 調理す るよう にで きている ヒー ティング 
ュニッ し 

備考 グリルの 調理 操作 は， グリル 又は ブ ロイ ル として 知られて いる。 
3.103 ホブ （hob) ホブ 表面 及び 一つ 以上の ホブ エレメント を 含んで いて， クッキング レンジに ビル トイ 
ン されて いる 力、， 又は その 一部分と なって いる 機器。 

3.104 クッキング レンジ （cooking range) ホブ 及び オーブン を 組み込んで おり， 場合によって は， グリル 
又は ダリ ドル を 組み込んで いる こと も ある 機器。 

3.105 熱 分解 セルフ クリーニング オーブン （pyrolytic self-deaning oven) オーブン を 350 °C 以上に 加熱す 

る ことによって， 調理の 付着 物 を 取り除く オーブン。 

3.106 スチーム オーブン （steam oven) 機器 内の 気圧で 発生す る 蒸気に よって， 食品 を 調理す る オーブン。 
3.107 グリ ドル （griddle) 調理の ために 食品 を 直接 載せる 表面 を もつ ヒー ティ ング ュニッ ト。 
3.108 電磁 ホブ （induction hob) 少な く と も 一つの 電磁 ホブ エレ メ ン トを 含んで いる ホブ。 
3.109 発熱 体 （heating unit) 独立した 調理 又は 保温 機能 を 満足す る， 機器の いずれ かの 部分。 

備考 例と して， ホブ エレメント， オーブン， グリル， 保温 ドロ ヮ。 
3.110 ホブ 表面 （hob surface) 容器 を 載せる ことができる 部分。 

3.111 ホブ エレメント （hobelement) ホブ 表面に 取り付けた ヒー ティング ユニット 又は クッキング ゾーン 
の 下に ある ヒー ティ ング ュニッ ト。 

3.112 電磁 ホブ エレメント （induction hob dement) 渦 電流に よって， 金属 容器 を 加熱す るホブ エレ メン 

ho 

備考 渦 電流 は， コイルの 電磁場に よって 容器の 底 部に 誘導され る。 
3.113 なべ （鍋） 検知器 （pan detector) ホブ エレメントに 組み込まれ ている 装置で， 容器が クッキング 
ゾーンに 載って いないと 運転し ない 装置。 

3.114 クッキング ゾーン （cookingzone) 食品 を 加熱 するとき， 容器 を 載せる ホブ 表面に 表示され た 範囲。 
備考 ホ ブェ レ メント がホ ブ 表面 か ら 上に 飛び出し ている とき， その 表面が クッキング ゾー ン である。 
3.115 タツ チ コントロール （touch control) 指の 接触な どに よって 始動す る コントロールで， 接触 表面が 
ほとんど 又は 全然 動かない もの。 

3.116 温度 感知 プローブ （temperature sensing probe) 温度 を 測定す るた めに 食品の 中に 差し込む 装置で， 
オーブンの コン ト ロールの 一部分。 

3.117 定格 水圧 （rated water pressure) 製造業 者が 機器に 割り当てた 水圧。 

3 _•_ 2 il____Z7_ッ上_=^>J^ロニル__iきで經tにと__で構«きiな_接/^:_ゅ_，_l^^ 

_な_ぉ，---經^— 々_!，___floi^^::f_5^A^(— ま— ぇ、乙チ_コ— — ン— -ヒョ— ニビヒ乜-タ-な^^ 

4. 一般 要求 事項 一般 要求 事項 は， JISC 9335-1 の 4. による。 

5. 試験の ための 一般 条件 試験の ための 一般 条件 は， JISC 9335-1 の 5. による ほ 力、 次に よる。 ただし， 
5.3 及び 5,4 は， この 規格に よる。 

5.3 JIS C 9335-1 の 5.3 による ほ 力、， 次に よる。 
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熱 分解 セル フク リー ニン グ オーブンに ついては， 22.108〜22.m の 試験 は， 19. の 試験の 前に 行う。 
5.4 JISC 9335-1 の 5.4 による ほ 力、， 次に よる。 

ガス も 用いる 機器 は， 適切な 定格 圧力の ガス を 供給す る。 直径 220 mm の 容器に 2 L の 水 を 入れ， ふた 
をし， ホブ パーナの 上に 置く。 沸 tt^ ラす るまで， コン十 ロール を 最大に 調節す る。 調整した 後で， お湯が ぐ 
つぐつ 沸騰す るよう に， 水位 を 保った めに 水 を 追加す る。 
5.101 クラス m の 温度 感知 プローブ は， 19. の 試験 だけ 行う。 

6. 分類 分類 は， JISC 9335-1 の 6. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 6.1 は， この 規格に よる。 
6.1 J1SC 9335-1 の 6.1 による ほ 力、， 次に よる。 

7. 表示 及び 取扱 説明 表示 及び 取扱 説明 は， JISC 9335-1 の 7. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 7.1， 7.6， 
7.10, 7.12, 7.12.1, 7.12.3, 7.12.4 及び 7.15 は， この 規格に よる。 

7.1 J1S C 9335-1 の 7.1 による ほ 力、， 次に よる。 

電磁 ホ ブェ レ メント の 合計 定格 入力 又は 定格 電流 も 表示し な ければ な ら ない。 

D タイプ ヒューズ 以外の ヒューズ 手段で 保護され た コンセントが ク ッ キング レンジに 付いている 場合， 
その 相当 ヒューズの 定格 電流 を 表示す る。 小形 ヒューズ リンクが 付いている 場合， この ヒューズ リンクが 
高 遮断 容量 を もっていなければ ならない こと を 表示に 記載す る。 
7.6 JISC 9335-1 の 7.6 による ほ 力、， 次に よる。 



7.10 丄 IS C 9335-1 の 7.10 による ほ 力、， 次に よる。 

ホ ブの 夕 ツチ コント ロールの OFF 位置 は 数字 で， 入 位置 は 数字 1 で 表示 し な ければ な ら ない。 ホ ブの 
夕 ツチ コント ロー ル がな レ 、場合， こ の 要求 事項 は そ れぞれ の ホ ブェ レメン 卜に 適用す る。 

備考 101. —つの 夕 ツチ コン トロール を ON 及び OFF で 用いる 場合， IEC 60417-1 の 記号 5010 を 用い 



7.12 JIS C 9335-1 の 7.12 による ほ 力、， 次に よる。 

ホブ 表面が ガラス セラミック 又は 同様の 材料で できて いて， 充電 部 を 保護して いる 場合， 取扱説明書に 
は 次の 警告 内容 を 記載し なければ ならない。 

"警告： 表面が 割れた 場合， 感電の 危険 を 避ける ため， 機器の スィッチ を 切って 下さい。" 
クッキング レン ジ 及び ォー ブ ン の 取扱説明書に は， 次の 内容 を 記載 し な ければ な ら な い。 

"使用 中， 機器 は 熱くな ります。 オーブン 内部の 電熱 素子に 接触し ないよう 注意して 下さい。" 
ドア を 開けて グリルと して 用いる ことができる オーブン は， 次の 警告 内容 を 取扱 説 明 書 に 記載 しな けれ 
ばなら ない。 

"警告： グリル を 使用 中， 接近で きる 部分が 熱くなる ことがあります。 子供 を 近づけないで くださ 



え?^ 分解 セ ル フク リー ニン グ オーブン の 取扱説明書に は， ク リー ニン グの 前に 余分な 汚れ は 取 り 除く こと 
を 記載し なければ ならない。 また， その 道具 は， ク リー ニン グ中 オーブン 内に そのまま にして おいて もよ 
いこと を 明記す る。 

クリーニング のために， 通常の クッキング 時よりも コントロール を 大きな 位置に セットす るよう， 製造 
業者 カ驶' 用 者に 対して 指定して いる 場合， その 状況で は， 通常より 機器の 表面が 熱くなる ことがあ るので， 





ON/OFF (push-push) 



て もよ い。 
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子供 を 近づけない ようにす るよう 取扱説明書に 記載 しなければ ならない。 

ク リー ニン グ のために 取 外しで きる ガー ド 付きの ファンが 付いた オーブンの 取扱説明書に は， ガー ドを 
取り外す 前に， オーブンの スィッチ を 切り， クリーニングの 後に 取扱説明書に 従って ガード を 戻す よう 記 
載し なければ ならない。 

温度 感知 プローブ を 用いる 機能 付きの オーブンの 取扱説明書に は， 次の 内容 を 記載し なければ ならない。 

"この オーブンに 指定され た 温度 プローブ を 用いて 下さい。" 
クッキング レンジ， ホブ 及び オーブンの 取扱説明書に は， 蒸気 掃除機 を 用いて はならない 旨 を 記載し な 
ければ ならない。 

電磁 ホブの 取扱説明書に は， 次の 内容 を 記載し なければ ならない。 

"ナイフ， フォーク， スプーン， ふたな どの 金属 物 は 熱くなる ため， ホブ 表面に 置かないで くださ 
い。，， 

ふた 付 ホブの 取扱説明書に は， ふた を 開く 前に ふたの 汚れ を 取り除く よう 記載す る。 また， ふた を 閉め 
る 前に ホブ 表面 を 冷ます よう 記載す る。 

ハロゲン ラン プ付ホ ブの 取扱説明書 では， ホ ブ エレメント を 見つめな いよう 使用者に 警告 し な ければ な 
ら ない。 

なべ 検知器 付きの ホブの 取扱説明書に は， 次の 内容 を 記載し なければ ならない。 

"使用 後， ホブ エレメント は， コントロール によって 電源を切り， なべ 検知 器に 頼って はならない。" 

機器が 照明の ための ランプ を 組み込んで おり， 過 電圧 カテゴリ m 状態 下で 全 遮断 スィ ツチ を 組み込んで 
いない 場合， 取扱説明書に は 次の 内容 を 含んで いなければ ならない。 

"警告 ： 感電の 危険 を 避ける ため， ランプ を 交換す る 前に 電源から 遮断し なければ ならない。" 

7.12.1 JISC 9335-1 の 7.12.1 による ほ 力、， 次に よる。 

床に 置く クッキング レンジの 取扱説明書に は， レンジ を ベースに 置いた 場合， ベースから 機器が すべり， 
落ちない ように 工夫す るよう 記載 し な ければ な ら ない。 

備考 101. レンジ を ベースに 置いて はならない と 取扱説明書に 記載して いる 場合， この 説明 は 必要な 

い。 

水源に 接続す る 機器の 取扱説明書に は， 最大の 定格 水圧 を MPa で 記載し なければ ならない。 

7.12.3 JISC 9335-1 の 7.12.3 による ほ 力、， 次に よる。 

クッキング レンジに 電源 コードが 付いていない 場合， 機器の 裏面の 温度 を 考慮し， どの タイプの コード 
を 用いる か 取扱説明書に 記載し なければ ならない。 

7.12.4 JISC 9335-1 の 7.12.4 による ほ 力、， 次に よる。 

別個の コントロール パネル を もつ 埋込形 機器の 取扱説明書に は， 起こり 得る 危険 を 避ける ため， コン ト 
ロール パネル は， ヒー ティング ュニッ ト だけに 接続す るよう 記載し なければ ならない。 
7.15 JISC 9335-1 の 7.15 による ほか， 次に よる。 

固定 形 機器 は， 取 付け 後， 表示が 見える ように 置く ことができない 場合， 取扱説明書に その 部分の 説明 
を 記載す る 力、， 又は 取 付け 後 機器の 近く に 付ける 別の ラベルに その 説明 を 記載し なければ ならない。 
備考 101. そのような 機器の 例と して は， 埋込形 ホブが ある。 

コン セン トを 保護す る ヒューズの 定格 電流の 表示 は， コン セン ト 又は その 近傍に 付けなければ ならな レ八 
7.101 手動で 給水す る 蒸気 発生 器 は， 給水 中に 見る ことができる 最大 水位 を 表示し なければ ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
7.102 ホブ 表面の クッキング ゾーン は， 適切な 表示に よって 識別し なければ ならない。 ただし， 明らかな 
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場合 は， この 限りで ない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

8. 充電 部への 接近に 対する 保護 充電 部への 接近に 対する 保護 は， JIS C 9335-1 の 8. による ほか， 次に 
よる。 ただし， 8.1.2 及び 8.1.3 は， この 規格に よる。 

8.1.2 JISC 9335-1 の 8丄2 による ほ 力 \ 次に よる。 

JIS C 0922 の テス ト プローブ 12 は， フォーク などの 先のと がった もの 力、 通常 使用 中に 偶然 接触す る 可 
能 性が ある 部分に， あま り 力 を 加えずに 当てる。 充電 部への 接触が 可能であって はならない。 

8.1.3 J1SC 9335-1 の 8.1.3 による。 ただし， 次の 修正 を 行う。 

可視 赤熱 電熱 素子が オーブン 又は グリル コンパートメントの 上に ある 場合に だけ， 試験 プローブ 41 を 試 
験 プロ 一 ブ B 及び 試験 プロ 一 ブ 13 の 代わ りに 用いる こと がで き る 。 

9. モータ 駆動機 器の 始動 JISC9335-1 の 9. は， この 規格で は 適用し ない。 

10. 入力 及び 電流 入力 及び 電流 は， JIS C 9335- 1 の 10. による ほ 力 \ 次に よる。 ただし， 10.1 及び 10.2 
は， この 規格に よる。 

10.1 JIS C 9335-1 の 10.1 による ほ 力、， 次に よる。 

電磁 ホ ブェ レメ ントの 入力 は 別 に 測定 し ，モータ 駆動機 器の 許容 差 を 適用 す る 。 
入力に 対する コンセントの 貢献 は， IkW と考えられる。 
備考 コンセントに は， 試験 中に 負荷 を かけない。 
10.2 J1S C 9335-1 の 1 0.2 による ほ 力、， 次に よる。 

電磁 ホブ エレ メ ントの 電流 は 別に 測定し， モータ 駆動機 器の 許容 差 を 適用す る。 
電流に 対す る コンセント の 貢献 は， 1 kW を 定格 電圧で 除 した ものと 考えられる。 
備考 コンセントに は， 試験 中に 負荷 を かけない。 

11. 温度 上昇 温度 上昇 は， JISC 9335-1 の 11. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 11.1〜11.4 及び 11.6 〜： 11.8 

は， この 規格に よる。 

11.1 JISC 9335-1 の 11.1 による ほ 力、， 次に よる。 

ク ッ キング レンジ 及び オーブン は， ll.lOl の 試験に よって 適否 を 判定す る。 

11.2 JIS C 9335-1 の 11.2 による ほ 力 \ 次に よる。 

床の 上に 置く 機器 は 試験 枠に 置き， 長方形の 箱 を 機器の フリ 一 サイ ドに できるだけ 近づけて 試験 枠の 背 
面の 壁に 対して 置く。 箱 は 閉じて いる 構造で， 厚さ 10mm の 黒く 塗った 合板で できて いなければ ならない。 
幅 150mm， 上部の 高さ はホブ 表面と 同じで， 正面 は， 機器の 正面と 同じ 平面 上に なければ ならない。 

ホブ 表面 を カバーす るふた 付 機器 は， ふた を 付け， 開けて 試験す る。 工具 を 用いなくても 取り外せ るふ 
たは 取り外す。 ただし， ふた をと ると ホブ エレメントが 作動し ない もの は， この 限りで ない。 

温度 感知 プローブ は， 通常 使用 中に 起こり 得る オーブン 内の いずれ かの 位置に 置く。 オーブンの 温度 を 
コント 口 ールす るよう に は 接続 しない。 セル フク リー ニン グ • オーブンの 試験 は， 取扱説明書に ほかの 方 
法で 明記して ある 場合を除き， 温度 検知 プローブ は， 適切な 位置で 実施す る。 

制御盤の 温度 を 下げる ために， 取り外す ことができる 部分 は 取り外す。 

備考 101. 引っ込められる 部分 は， 取り外す ことができる 部分と はみ なさない。 
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11.3 JISC 9335-1 の 11.3 による ほか， 次に よる。 

オーブンの 中心 温度 及び 長方形の 箱の 表面 温度 は， 試験 枠の 壁に 付けた 熱電対 を 用いて 測定す る。 
備考 101. 電磁 ホブ エレメントの 磁場が 結果に 甚だしく 影; 巧 を 与える 場合， よった 接続 ワイヤ 付高抵 
抗 プラチナ 抵抗 か 又は， それと 同等の 手段で 温度 上昇 を 測定しても よい。 ただし， 温度の 
影響が できるだけで ないような 位置に 抵抗 を 付ける。 

11.4 JIS C 9335-1 の 11.4 による ほ 力、， 次に よる。 

電磁 ホ ブェ レメ ントに は 別 に 電力 を 供給 し ， モ 一夕 駆動機 器で 指定す るよう に 運転す る 。 
クッキング レンジ は， 通常 動作の もとで 定格 入力の 1.15 倍で 運転す る。 電源 電圧 は， 入力が 一定に なつ 
たと きに 測定す る。 この 電圧 は， 試験の 間， クッキング レンジの 発熱 体に 供給す る。 
11.6 複合 機器 は， 電熱 機器で 指定す るよう に 運転す る。 

モータ 及び トランス 電子回路 を 組み込んで いる 機器で， 温度 上昇限度 を 超える 場合， 及び 電源 入力が 定 
格 入力よ り 低い 場合に は， 機器に 定格 電圧の 1.06 倍で 通電 して 試験 を 繰り返す。 
11.7 機器 は， Il/M01〜11.7.106 で 指定す る 時間， 運転す る。 

備考 101. 温度 上昇が 15 分 間に 1K 以上 上昇し ない 場合， 安定状態 になった と 考える。 
11.7.101 電磁 ホブ エレメント は 30 分 間 運転し， その他の ホブ エレメント は 60 分 間 運転す る。 
11.7.102 オーブン は 60 分 間 運転し， 回転ぐ しが ある 場合， それ を 作動させる。 
備考 1. スチーム オーブン は， 各 モードで 運転す る。 

2. オーブンの ランプ は， 手動で スィッチ を ON にしない。 
機器が 同時に 運転で きる オーブン を 2 個 もつ 場合 は， それら を 一緒に 試験す る。 

熱 分解 セルフ クリーニング オーブン は， 取扱説明書で 指定され た クリーニング 条件に おいて， コント 口 
ール によって 得られる 最大 時間 か 又は 安定状態に 達する までの， いずれ か 短い 方の 時間 運転す る。 この間， 
その他の 通電 できる ヒー ティング ユニット は， 最も 不利な 条件と なる ように， 通常 操作で 運転す る。 
11.7.103 グリル は， 30 分 間 運転す る。 しかし， 定格 入力 を 減少させる 手段の 付いた グリル は， コント 口 
ールを 最大 設定に して 15 分 間 運転し， それから 平均 電源 入力 を 約 50 % 減少させる 設定に して， 15 分 間 運 
転す る。 

回転ぐ し 付きの グリル は， く し を 回転 させて 60 分 間 更に 運転す る。 
11.7.104 熱 制御装置 付きの グリ ドル は， 安定状態になる まで 運転す る。 その他の ダリ ドル は， 加熱 表面の 
中心 温度が 275 でに 達した 後 30 分 間 運転す る。 
11.7.105 保温 ドロ ヮ 及び それに 類す る 機器 は， 30 分 間 運転す る。 

11.7.106 クッキング レンジに ついては， 同時に 通電 できる ヒー ティング ユニットの 組合せ は， 一緒に 
11.7.101〜11.7.105 に 示す 時間 試験し， 30 分 間の 試験 時間 を もつ ヒー ティング ユニット は， 試験の 最後の 
30 分 間 だけ 運転す る。 

備考 例えば， オーブン 内 グリル 及び 回転ぐ し 付き を もつ クッキング レンジの 試 馬 剣廣序 は， 次に よる。 
一 可能な 場合， くし を 回転 させて， ホブ 及び オーブンの 60 分 間の 運転。 
一 ほぼ 室温までの 冷却。 

― ホブの 60 分 間の 運転， この場合， グリル は， 最後の 30 分 間の 運転と する。 
― ほぼ 室温まで 冷却。 

一 ホブ 及び グリル を 60 分 間 運転。 この場合， くし を 回転させる。 
11.7.107 機器に 組み込まれた コン セン ト 及び 相応す る ブラ グの 温度 上昇 は， 試験の 最後の 30 分 間にお い 

て 決定す る。 
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機器が コ ンセ ン ト を 組み込んで いる 場合， JIS C 8303 に 適合す る 適切な ブラ グを コンセント に 差 し 込む。 
ブラ グは， 0.75 mm 2 の 断面 積 を も つ 一般 ポ リ 塩化 ビニル 絶緣コ 一 ド （リさぶ-：？む-^遍合霹-きぉぅ-場鱼はにコ 一 ド 
分類 60227IEC 53) を 介して 1 kW の 抵抗 負荷 を 接続す る 。 
11.8 J1SC 9335-1 の 11.8 による ほ 力、， 次に よる。 

JISC9335-1 の 表 3 の "木材 一般" を， 次のように 修正す る。 

表で 指定され た 木の 温度 上昇の 代わりに， 次 を 適用す る。 

試 g 贪 枠の 床 及び 壁 並びに 木製 キャビネ ッ ト 及び 長方形の 箱の 温度 上昇 は， 次の 値 を 超えて はならない。 
一 テーブルに 立てる 機器 65 K 

- グリル 75 K 

一 その他の 機器 70 K 

先端が 半球 形で， 直径 75 mm の プローブが 接近で きる ホブ下 面の 温度 上昇 は， 70 K. を 超えて はなら な 
い。 ただし， ボード を ホブの 下に 取り付ける ことが 取扱説明書に 記載され ている 場合 は， この 限りで ない。 
JISC9335- 1 の 表 3 に， 次 を 追加す る。 

オーブン 及び グリル 内の 内部 ガラス ドアの ハンドル， グリル 用 受け 肌 温度 感知 プローブ 及び 回転 部の 
温度 上昇 は， 制限し ない。 

熱 分解 セル フク リー ユング オーブンの 追加 試験の 間， つまみ， ハン ドル 及び レバーの 表面の 温度 上昇 は， 



次の 値 を 超えて はならない。 

一 金属製の 場合 55 K 

一 磁器 又は ガラス 材 製の 場合 65 K 

一 成形 材， ゴム 及び 木製の 場合 80 K 



クリーニング 運転 中に 行えない 機能に 関連した， つまみ， ハンドル 及び レバーの 温度 上昇 は， 判定し な 

い。 

モータ， トランス 及び それらに よって 直接 影響 を 受ける 部品 を 含む 電子回路の 部品の 温度 上昇限度 は， 

機器 を 定格 入力の 1.15 倍で 運転した とき， 超えても よい。 

かん 合 面の 中央で， その 表面から 2 mm 下の 部分の プラグの 温度 上昇 は， 45K 以下で なければ ならない。 
機器に 組み込まれた コンセントの 周囲 温度の 温度 上昇 は， 45K 以下で なければ ならない。 この 値 は， プ 

ラグの かん 合 面の 中央で， その 表面から 2mm 下の 部分に も 適用す る。 

11.101 クッキング レンジ 及び オーブン は， 11.2 で 規定す るよう に 置く。 しかし， 床に 置く 機器 は， その 
背面 を 試験 枠の 一面の 壁に 付け， もう 一方の 壁から 離して 置く。 11.2 で 指定され た 長方形の 箱 は， 機器の 
一 側面に 付けて 置く。 機器 は， 通常の 運転 状態で 定格 電圧で 通電 する。 

通常 使用 状態で， 同時に 電源に 接続で きる グリル 以外の すべての ヒー ティング ュニッ トは， スィッチ を 
入れる。 

オーブン は， 附属 品な しで 運転す る。 オーブンの 中心 平均 温度 は， 200 °C±4 で に 保つ。 
ホブ エレメント 及び グリ ドル は， 11.7 に 従って 運転す る。 

保温 ドロ ヮ 及び それに 類す る 機器 は， コントロール を 最大 セッティング にして 運転す る。 
機器 は， 60 分 間 又は 安定状態になる までの， いずれ か 短い 方の 時間 運転す る。 

接近で きる 正面 及び 側面の 温度 上昇 は， 付図 104 の プローブ を 用いて 測定す る。 プローブ は， 4N 土 IN 
の 力で， プローブと 表面との 間が 最もよ く 接触す るよう に 当てる。 

備考 1. 付図 104 の プローブと 同じ 結果と な るよう な 測定 計器 を 用いても よ い。 
温度 上昇 は， 次に ついては 測定し ない。 
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一 取り外す ことができる ガードで 保護され ている 場合 を 除いた， 先端が 半球 形で 直径 75 mm の プロ 一 
ブが 接近で きない 表面。 

一 ホブ 表面の レベルよ り 25 mm 以内の F， 又は ホブ 表面よ り 上に ある クッキング レンジ 表面。 
- 接近で きる 表面の 幅が， 10mm 以下の オーブン 通気孔， ヒンジ， トリムな どの 小さな 部分。 
― オーブン 扉の 端の 10 mm 以内の 表面。 

試験 中， 表面上の 温度 上昇 は， 表 102 に 規定す る 数値 を 超えて はならない。 また， 温度 上昇限度 100 K 
は， 厚さ 0.1 mm 以下の 金属 仕上げの プラスチック 材に 適用す る。 



表 102 可 触 表面の 温度 上昇限度 



表面 


温度 上昇 
K 


オーブン 扉の 正面 


その他の 部分 


金属 及び 塗装 金属 表面 


45 


60 


ガラス 表面 • ェナメ ル 金属 表面 


50 


65 


ガラス 表面 • 磁器 表面 


60 


80 


厚さ 0.3 mm を 超える プラス チッ ク 表面 


80 


100 



備考 1. 温度 上昇限度 100K は， 厚さ 0.1 mm 以下の 金属 仕上げの プラス チッ ク材に 適用す る。 
2. プラスチック 表面の 厚 さ 力 《 0.3 mm を 超えない とき， 基材の 温度 上昇限度 を 適用 す る 。 



備考 2. 扉が ガードで 保護され ている 場合， オーブンの 扉の 正面に 規定され ている 温度 上昇 を ガード 
に 適用す る。 、 
しかしながら， その他の 部分に 規定され ている オーブンの 扉の 温度 上昇限度 は， 次の 部分に 適用す る。 
一 取り外す ことができる ガードに よって 保護され ている 部分。 

- オーブン 据 付け 後， 床から 850 mm 以上の 高さになる 埋込形 オーブンの ドア 又は 保護 手段の 正面。 
一 作動 面で 用いる オーブン。 

グリルと して 用いる ことができる オーブンで， グリルの とき は ドア を 閉める ことが 取扱説明書に 記載 さ 
れ ている 場合， 試験 を 繰り返す が， 取扱説明書に 従って コントロール を セットし， オーブン は， グリル モ 
ードで 運転す る。 グリル は， 11.7 に 従って 30 分 間 運転す る。 しかし， オーブンに 回転ぐ しが 付いている 場 
合， 試験 は， 60 分 間 コントロール を 取扱説明書に 示す 最も 不利な 条件と なる よう セットして 行う。 測定 は， 
オーブンの 扉 正面の 温度 上昇に 適用され る 面 だけに 行う。 

12. (規定な し） 

13. 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC9335-1 の 13. によ 

る ほか， 次に よる。 ただし， 13.1 〜： 13.3 は， この 規格に よる。 
13,1 iISC 9335-1 の 13*1 による ほ 力、， 次に よる。 

オーブンに 組み込まれた グリル は， オーブン 又は グリルの いずれ か 不利な 方で 運転す る。 

ホブ について は， 試験 は， 3丄9.101 に 記 《された 容器 を クッキング ゾーンに おいて 行う。 

電磁 ホブ エレ メ ント は， モータ 駆動機 器に 対して 規定され た 試験 を 行う。 
13.2 丄 IS C 9335-1 の 13.2 を， 次のように 修正す る。 

機器 を， II. 7 に 規定され ている 期間 運転した 後， コントロール を 最も 高い 設定に 調節し， 10 秒 以内に 最 
も 高い 値に 達する 漏え い 電流 を 測定す る。 

据置形 クラス I 機器に ついては， 漏え い 電流 は， 次の 値 を 超えて はならない。 



著作 梅 法に より 無断での 複観， 職 等 は 禁止され ております。 
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― 取 外しで きる 力 、，又は 分離して スィッチ を 切る こ 
と がで き る 電熱 素子が つ レ ^ た 機器。 



各 電熱 素子に ついて 1 mA 又は 定格 入力 
の 1 kW 当た り 1 mA の， いずれ か 大きい 方。 
機器 全体で は 最高 W mA。 三つ 以上の ヒ 一 
ティ ング ュニッ ト （3 は 含まない。） が 機器 
に 付いている 場合， 測定した 漏え い 電流の 
75% だけ を 考慮す る。 



その他の 機器。 



1 mA 又は 機器の 定格 入力の 1 kW 当た り 
1 mA のい ずれ か 大きい 方。 最高 10mA。 



充電 部と ガラス 磁器な どの 材料の 表面との 間に アース した 金属が ある 場合， 各々 の 容器 を 順に アース し 
た 金属に 接続 し て 充電 部 と 容器 と の 間の 漏え い 電流 を 測定す る。 充電 部 と ガラス 磁器な どの 材料の 表面 と 
の 間に アースした 金属がない 場合， 充電 部と 各々 の 容器との 間の 漏え い 電流 を 順に 測定し， 0.25 mA を 超 
えて はならない。 

13.3 JIS C 9335-1 の 13.3 による ほ 力、， 次に よる。 

充電 部と ガラス 磁器な どの 材料の 表面との 間に， アースした 金属が ある 場合， アースした 金属に 接続し 
たす ベての 容器と 充電 部との 間に 1 000 V の 試験 電圧 を 印 加す る。 充電 部と ガラス 磁器な どの 材料の 表面 
との 間に， アースした 金属がない 場合， 充電 部と 容器との 間に 3 000 V の 試験 電圧 を 印 加す る。 

14. 過渡 過 電圧 過渡 過 電圧 は， JISC 9335-1 の 14. による。 

15. 耐湿性 耐湿性 は， JISC 9335-1 の 15. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 15.2 は， この 規格に よる。 
15.2 JISC 9335-1 の 15.2 による ほ 力、， 次に よる。 

クッキ ン グ レンジ 及び ホ ブは， ホ ブ 表面が 水平に な るよう に 設置す る。 付図 101 に 示す 最大 直径 を もち， 
ク ッ キング ゾーンの 直径よ り 大き く ない 容器に， 約 1 % の 塩化 ナ ト リウ ム 溶液 （以下， 塩水と いう。） を満 
たし クッキング ゾーンの 中央に 置く。 15 秒 間に わたり， 更に 0.5 L の 溶液 を徐々 に 容器の 中に 注ぐ。 機器 
から 残って いる 溶液 を 取 り 出し た 後， 各 クッキ ン グゾー ン ご と に， 順々 に 試験 を 行 う 。 

スィッチ 又 は 温度 制御装置 を もつ ホブ エレメント に対して は， スィッチ 又は コントロールに 流れる よう 
に 0.02 L の 塩水 を 注ぐ。 そのと き 容器 は， あらゆる 動く 部分 を 押し下げる ように ホブ エレメントの 上に 置 
く。 コントロールが ホブ 表面より r にある 場合， 0.5 L の 塩水 を， 15 秒 間に わたり， コントロールの 近く 
の ホブの 上部に 徐々 に 注ぐ。 コン トロールが ホブ 表面に 取り付けて ある 場合， コン トロールの 上に 塩水 を 
注ぐ。 

ホ ブ 表面に 換気 開口部が あ る ホ ブの 場合， 0.2 L の 塩水 を 漏斗 を 通して 確実に 換気 開口部へ 注 ぐ。 漏斗 は 
8mm の 出口の 直径 を もち， ホブ 表面の 上部 200 mm に 出口が くるよう 垂直に 置く。 漏斗 は， 機器に 最も 不 
利になる 方法で 塩水が 入る よ う に， 換気 開口部の 上に 置 く 。 

備考 101. 開口部が 保護され ている 場合， 漏斗 は， 開口部に できるだけ 近い ホブ 表面に 塩水が 落ちる 



102. 塩水が， 換気 開口部の 近くに 位置す る コントロールに， 流れ出な いように 注意す る。 
オーブン 又は グリルに ついては， 0.5L の 塩水 を オーブン 又は グリル コンパ 一 トメ ン 卜の 床 面部に 注ぐ。 
ドリップ ト レイな どの 入れ物が 付いている 機器に ついては， その 入れ物に 塩水 を 満たす。 さらに， その 

入れ物の 上部 表面積 100 cm 2 にっき， 0.01 L の 溶液 をホブ 表面の 開口 を 介して， 入れ物の 上に 注ぐ。 しか 

し， 総 塩水 量 は， 3 L を 超えて はならない。 
ふた 付きの ホブ について は， 0.5L の 塩水 を 閉じた ふたの 上に 均一に 注ぐ。 塩水が 流れ出たら， 表面 を 乾 



ように 置く。 
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燥 させ， 更に， 0,125 L の 塩水 を 約 50mm の 高さから ふたの 中心に， 15 秒 間に わたって 注ぐ。 そして， 通 
常 使用 時の ように ふた を 開ける。 

水源に 接続す る 蒸気 発生 器 は， 定格 水圧で 給水す る。 水 を 供給す る 制御装置 は， 開けて おく。 水 は， 最 
初に あふれ 出てから 1 分 間 そのまま あふれさせる 力、 流入 （イン フロ） が 自動的に 止まる 場合 は， この 限 
りで ない。 

備考 103. —つの 装置 だけ を 一時に 開ける。 
15.101 温度 感知 プローブ は， その 絶縁が 水で 影響 を 受けない よ う にで きていなければ ならない。 
次の 試験に よって， 適否 を 判定す る。 

プローブ を， 温度 20。C±5。C で， 約 1% の 塩化 ナトリウム 溶液に 完全に 浸す。 約 15 分で 沸騰点に 達す 
るよう に 加熱す る。 その後， プローブ を 沸騰した お湯から 取り出し， 20 。C±5 。C の 水に 30 分 間 浸す。 
プローブ を 水から 取り出した 後， この 手順 を 5 回 行う。 液体が 表面に ついていたら 取り除く。 
その後， プローブ は， 16.2 の 漏え い 電流 試験に 耐えなければ ならない。 
備考 この 試験で は， 取 外しで きる 温度 感知器 プローブ は， 機器に 接続し ない。 取 外しが できない 温 
度 感知 プローブ は， オーブンで 試験す る 力ま， プローブ は できるだけ 水に 浸す。 



16. 漏え い 電流 及び 耐 電圧 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC9335-1 の 16. による ほ 力 \ 次に よる。 ただし， 
16.1 〜： 16.3 は， こ の 規格に よる。 

16.1 JISC9335-1 の 16.1 による ほ 力、， 次に よる。 

ホブ について は， 3.1.9.101 で 示す ように 容器に 給水し， 各 クッキング ゾーンに 容器 をお いて， 試験 を 行 

う。 

電磁 ホブ エレメント は， モータ 駆動機 器と して 試験す る。 

16.2 JISC9335-1 の 16.2 による ほか， 次に よる。 

据置形 クラス I 機器に ついては， 漏え い 電流 は， 次の 値 を 超えて はならない。 
― 取 外しで きる 力、， 又は 分離して スィッチ を 切る こ 各 電熱 素子に ついて 1 mA 又は 定格 入力 

とがで きる 電熱 素子が ついた 機器。 の 1 kW 当たり 1 mA の， いずれ か 大きい 方。 

機器 全体で は 最高 10 mA。 三つ 以上の ヒー 
ティング ユニット （3 は 含まない。） が 機器 
に 付いている 場合， 測定した 漏え い 電流の 
75% だけ を 考慮す る。 

一 その他の 機器。 1 mA 又は 機器の 定格 入力の 1 kW 当た り 

1 mA のい ずれ か 大きい 方。 最高 10 mA。 

備考 101. オーブンに グリルが 付いている 場合， 又は 機器に 総 電源 入力 を 制限す る 手段が 付いている 

場合に は， 同時に スィ ツチ を 入れる こ とがで きる これらの エレ メン トの 漏え い 電流 だけ を， 

総 漏え い 電流 を 判定す ると き に 考慮す る 。 

充電 部 と ガラス 磁器な どの 材料の 表面 との 間に アースし た 金属が ある 場合， 各々 の 容器 を 順に アース し 

た 金属に 接続して， 充電 部 と 容器 との 間の 漏え い 電流 を 測定 す る 。 充電 部 と ガラス 磁器 な ど の 材料の 表面 

との 間に アースした 金属がない 場合， 充電 部と 各々 の 容器との 間の 漏え い 電流 を 順に 測定し， 0.25 mA を 

超えて はならない。 

16.3 JIS C 9335-1 の 16.3 による ほ 力、， 次に よる。 

充電 部 とガラ ス 磁器な どの ホ ブの 材料の 表面 と の 間に アースし た 金属が ある 場合， 充電 部 と アースした 
金属に 接続した すべての 容器との 間に 1 250 V の 試験 電圧 を 印 加す る。 充電 部と ガラス 磁器な どの 材料の 
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表面 との 間に アースした 金属が な い 場合， 充電 部 と 容器 と の 間 に 3 000 V の 試験 電圧 を 印 加 す る 。 

17. 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 は， J1SC 9335-1 の 17. 

による。 

18. 耐久性 耐久性 は， JIS C 9335-1 の 18. に よる。 

19. 異常 運転 異常 運転 は， JISC 9335-1 の 19. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 19.1， 19.2， 19.11.2 及び 

19.13 は， この 規格に よる。 

なお， 19.9 は， この 規格で は 適用し ない。 

19.1 JISC 9335-1 の 19.1 による ほ 力、， 次に よる。 

電磁 ホブ について は， 19.101 及び 19.102 の 試験に よっても 適合す るか を 判定す る。 ただし， 19.4 は， 適 
用し ない。 

温度 感知 プローブ は， 通常 使用 中に 起こり 得る オーブン 内の いずれ かの 位置に 置く。 ただし， その プロ 
ーブ が， オーブンの 温度 を コ ン ト ロールす るよ う 接続され ていない 場合 は 除 く 。 

19.2 JISC9335-1 の 19.2 による ほ 力、， 次に よる。 

ホブ エレメント は， 容器な しで 運転し， なべ 検知器 は 運転し ない。 オーブンの ドア は， 開く か 又は 閉じ 
るかの， いずれ かより 不利な 方と する。 ホブの ふた は 閉じる 力 \ ホブ エレメントが ふたと 連動す るか 又は 
表示 ランプに よって ホブ エレ メ ント のスィ ツチが 入った こと を 示す 場合 は， この 限りで ない。 

備考 101. 自動 温度調節 器 又は エネルギー レギ ユレ ータ によって スィッチの 入 Z 切 をす る ランプ は， 
ホブ 及び エレ メ ン ト のスィ ツチが 入った こ と を 示す ランプで はない。 
二つ 以上の ヒー ティング ユニットが 付いている 機器に ついては， 試験 は， ヒー ティング ユニット を 最も 
不利な 状態と なる ようにして 行い， コントロール は， 最大 セッティングに 調節す る。 オーブンの スィッチ 

が ON になった こと を 示す 表示 ランプが 付いていない オーブン を 組み込んで いる 機器の 場合， オーブン も 
運転し， その コントロール は 最大 セッ ティ ングに 調節す る。 

備考 102. オーブン を 照らす ために 用いる ランプで， ドア を 介して 見え， オーブンと 一緒に 自動的に 
ON, OFF する もの は， 表示 ランプと みなす。 
電磁 ホ ブ エレメントに 金属の ふたが 付いている 場合， 閉 じ た ふたの 最も 不利 な 位置に， 3 N の 力 を JIS C 
0922 の 試験 プローブ B によって 加える。 

熱 分解 セルフ クリーニング オーブン は， ク リー ニン グ 状態で 運転し， ク リ 一ニン グ中 運転す る モータ は， 
スィ ツチ を 切る か 又は 順に 遮断す る。 

備考 103. 例と して は， ファン モータ， タイマの モータな どが ある。 
電磁 ホブ エレメント は， 11. の 条件に よって 運転す る カミ， 容器 は 空と する。 コントロール を 最大に 設定す 
る。 

スチーム オーブン は， 水な しで 運転す る。 

ク ッ キング レンジに 組み込まれ ている 分けられた グリルの 区画の 扉 は 開く か 又は 閉じる かの， いずれ か 
より 不利な 方 にしておく。 

19.11.2 JTS C 9335-1 の 19.11.2 による ほ 力、， 次に よる。 

異常 状態の 模擬 中， 作動して いる ホブ エレメント はスィ ツチ を 切る こ とが 可能で なければ ならない。 
異常 状態 は， また， すべての ホブ エレメントの スィッチ を 切りに して， 機器に 定格 電圧 を 加えて 行う。 
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なべ 探知器が 組み込まれ ている 場合， 適切な 容器 を クッキング ゾーンに 置く。 

ホブ エレメント は， 動作して はならない。 
19.13 JISC 9335-1 の 19.13 による ほ 力、， 次に よる。 

温度 上昇限度 150K を， 木製 キャビネット 及び 長方形の ボックス にも 適用す る。 

19.4 の 試験 中の 熱 分解 自己 清掃 形 オーブンの 中心の 温度 は， オーブンの 扉が 開けられる と きはいつ も 

425 で を 超えて はならない。 

電磁 ホブ エレ メ ン トの卷 線の 温度 上昇 は， 19.7 で 指定され た 数値 を 超えて はならない。 
電磁 ホ ブェ レ メント の 絶縁 耐カ 試験 は， 機器の ス イッチ を 切つ た 後す ぐ に 行う。 

19.101 電磁 ホブ エレメント は， 定格 電圧で 通電 し， クッキング ゾーンの 中央に スチール ディスク を 置い 

て 運転す る。 ディスク は 厚さ 6mm で， ホブ エレメントが 運転で きる 最小 直径 （cm 単位に 切上げ） でな け 

れ ばなら ない。 

19.102 電磁 ホブ エレメント は， 定格 電圧で 通電し 通常 動作で 運転す る カミ， サ一 マル コントロール は， 順 
に 短絡 させた 状態で， 又は 運転で きないよ うにす る。 
オイルの 温度 上昇 は， 270K を 超えて はならない。 



20. 安定性 及び 機械的 危険 安定性 及び 機械的 危険 は， JISC 9335-1 の 20. による ほ 力、， 次に よる。 

20.101 開けた ドアに 荷重 を 加えた とき， クッキング レンジ 及び オーブン は， 十分な 安定性がなければ な 
ら ない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

水平 ヒンジ 付 ドアが ある 機器に ついては， 機器 を 水平 表面に 置き， 開いた その ドアの 中央に おもり を 載 
せ る 。 非 長方形の ドアに ついては， おもり を 通常 使用 中 に '1 及せ る ことができる ヒン ジか ら 最も 離れた 部分 
に 載せる。 

通常， 床に 置く 機器に ついては， おもり は 次に よる。 
- オーブンの ドアに ついては 22.5 kg 

その他の ドアに ついては 7kg 
通常， テーブルに 置く 機器に ついては， おもり は， 7 kg とする。 

通常， 床に 置く 機器で 垂直 ヒンジ 付 ドアの もの は， 15 kg のお も り を 開いた ドアの 最も 不利な 位置に 載せ 

る。 

備考 1. オーブンの 棚 は， 最も 不利な 位置に 載せる。 

2. サンド バック を 負荷と して 用いても ょレ ュ。 

3. ドアが 二つ 以上 付いている 機器の 場合， 試験 は， それぞれの ドアに ついて 別々 に 行う。 
オーブンに 隣接して 保存 コンパートメントが 付いていて， その 中の 棚 を 同時に 引き出す こ とがで きる ク 

ッ キング レンジに ついては， 棚に も 荷重 を 載せる。 棚 は 最も 不利な 位置に 置き， 均一に 配分され たお もり 
を 載せる。 おもり （g) は， 棚 面積 （cm 2 ) に 次の 値 を 乗じた ものと する。 
棚の 上の 自由 高さ 力、 20 cm 以下の 場合 7,5 
棚の 上の 自由 高さ 力 S， 20 cm を 超える 場合 15 
機器が， 傾いて はならない。 

備考 4. ドア 及び ヒンジの 損傷 並びに 変形 は， 無視す る。 

21. 機械的 強度 機械的 強度 は， JISC 9335-1 の 21. による ほ 力、， 次に よる。 

機器に ガラスの ドアが 付いている 場合， ドア を 閉じた 位置に して ガラスの 中央に 3 回 衝撃 を 加える。 ド 
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ァに 水平の ヒンジが 付いている 場合， ドア を 開けた 位置に して， ドアの 内側から も 衝撃 を 加える。 
ガラス は 割れて はならない。 

機器が， ガラス 管に 封 止した 可視 電熱 素子 を 組み込ん でいて， さらに 次に 当てはまる 場合 は， 機器に 設 

置され ている 管に 衝撃 を 加える。 

- オーブンの 上部に 位置し， JISC0922 の 試験 プローブ 41 で 触れる こ とがで き る。 

- オーブンの そ の 他の 箇所に 位置 し JIS C0922 の 試験 プロ 一 ブ B で 触れる こ と がで き る 。 

ガラス 磁器な どの 材料で できて いる ホブ 表面に ついては， 21.102 の 試験 中に 衝撃に さらされない 表面 部 

分に 3 回 衝撃 を 加える が， 衝撃 エネルギー は， 0.70J±0.05J に 増す。 ノブの 20 mm 以内の 表面に は 衝撃 を 

加えない。 

備考 101. 外枠 を 除いて， ホブ 表面が シングル ピースで できて いる 場合， 試験 は 行わない。 
102. ドア を 開けた 状態で は， 追加の サポート は 用意し ない。 
温度 感知 プローブ は， 15.101 で 述べる 手順 を 1 回 行い， 16.2 の 漏え い 電流 試験に 耐えなければ ならない。 
21.101 オーブンの 棚 及び その サボ一 ト は， 適切な 機械的 強度 を もっていなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

砂 又は 散弾 を 詰めた 容器 を オーブンの 棚に 置く。 その 合計 質量 （kg) は， 使用可能な オーブンの スぺー 
ス 体積 （ni 3 ) の 220 倍 又は 24 kg のい ずれ か 少ない 方と する。 

その 中央に 容器 を 置いた 棚 を オーブンの 中に 入れ， 一方の 側壁に できるだけ 近づけて 動かす。 1 分 間 こ 
の 位置の ままに してお き， それから 引き出す。 その後 再び 中に 入れ， 他方の 側壁に できるだけ 近づけて 動 
かし， 1 分 間 そのままに する。 

この 試験 は， 棚の 各 サポート 位置で 繰り返す。 棚 及び サポート は， それ 以降の 使用 を 損なう ゆがみが な 
く， 棚 は サポートから 落ちて はならない。 

21.102 ガラス 磁器な どの 材料で できて いる ホブ 表面 は， 通常 使用 中に 生じる ス トレスに 耐えなければ な 
ら ない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 ， 

各ホブ エレメント は， その コントロール を 最大 セッティングに 調節して 定格 入力で 運転す る。 電磁 ホブ 
エレ メ ン トは， 11. に 指定す るよう に 運転す る。 安定した 状態に なったら， ホブ エレ メ ント のスィ ツチ を 切 
り， 荷重 を 入れた 容器 を 150mm の 高さから クッキング ゾーンの 上に 10 回 水平に 落下させる。 

容器 は， 直径 120 mm± 10 mm の 平らな， 銅 又は アルミニウムの 底 を もち， その 端 は 少なくとも 10 mm 
の 半径の 丸みが ついていなければ ならない。 少な く と も 1.3 kg の 砂 又は 散弾 を 均一に 詰め， 合計 質量が 1.80 
kg±0.01 kg となる ようにす る。 

各 クッキング ゾーンに， 順に この 衝撃 を 加えた 後， 容器 を 外し， そして 安定状態になる まで， すべての 
ホブ エレ メン トを 同時に 運転す る。 

15 で ±5 で， 約 lo/o の 塩化 ナトリウム 溶液 1%G'L をホブ 表面に 注ぐ。 そして 機器 を 電源から 切る。 

15 分 後， 余分な 水分 を 取り除き， 機器 を 室温に 冷ます。 さらに， 再び 水分 を 取り除い てから， 同じ 量の 
塩水 をホブ 表面の 上に 注ぐ。 

ホブ 表面 は 割れて はならない。 また， 機器 は， 16.3 の 絶縁 耐カ 試験に 耐えなければ ならない。 
21.103 温度 感知 プローブ は， オーブンの ドアに 挟まれた とき 損傷 を 受けない よう にしなければ ならな レ、。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

プローブ は， 通常 使用 時の ように 接続し， 感知 部 又は コード は， 生じ 得る いずれ かの 位置に 置く。 ォー 
ブン ドアで 感知 部 又は コード を 閉めて 挟み， 最も 不利な 位置で 5 秒 間 ドアに 90 N の 力 を 加える。 
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その後， プローブ は， 8.1， 15.101 及び 29. に 適合し なければ ならない。 
備考 オーブン は， この 試験 中 運転し ない。 
21.104 上下 開閉 ドアの ガラス パネル は， 通常の 使用 状態で 起こり 得る 熱 衝撃に 耐えなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

機器 は， 11. に 規定され たと おりに 運転す る。 次 ドア を 開け， 15 で ±5 。C の 水 0.2L を 5 秒 以内に ガラス 
パネルの 中央に 注ぐ。 

ガラス は， 破砕して はならない。 

備考 試験 は， 熱 分解 セルフ クリーニング オーブンの クリーニング サイクルの 後に は 行わない。 

22. 構造 構造 は， JISC 9335-1 の 22. による ほか， 次に よる。 ただし， 22,21 は， この 規格に よる。 
22.21 J1S C 9335-1 の 22.21 による ほ か, 次 による。 

備考 101. 電熱 素子の 電気 絶縁に 用いる 酸化 マグネシウム 及び 鉱物 セラミック 繊維 は， 吸湿性の 材料 
と はみ なさない。 

22.101 ホブ は， ホブ エレメントが 垂直 軸の 周りで 回転せ ず， その サポートの すべての 調節 位置で 十分 支 
えられる ようにで きていなければ ならない。 

備考 ホブ エレメントが セン トラ ルス タツ ドの ナツ ト によって クランプ 止めされ ている 場合， その 回 
転 を 防止す る 別の 手段が 必要で ある。 

取 外しで きる ホブ エレメント 付きの ホブ は， ホブ エレメント を 取り外したり， 取り替えた りする 間， 損 
傷 を 受けない よう にで きていなければ ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.102 電熱 素子の 運転 を 遅らせる タイマ は， ラジアン ト グリル を コントロールして はならない。 ただし， 
グリルが 温度 コントロールされ， オーブン， ほかの コンパートメントに 組み込まれ ている 場合 は， この 限 
りで ない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.103 オーブン 通気孔 は， そこから 出る 湿気 又は グリース 力、 充電 部と その他の 機器 部分との 間の 空間 
距離 及び 沿 面 距離に 影響 を 与えない ようにで きていなければ ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.104 スチーム オーブン は， 通常の 使用 中に， 蒸気 排出 口 及び ダクトが ふさがれない 構造で なければ な 
ら ない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.105 埋込形 オーブン は， 正面から だけ 通気で きなければ ならない。 ただし， ダクト を 介して 通気で き 
る 装備が ある 場合 は， この 限りで ない。 

適否 は， 目視 検査に よ つて 判定す る 。 
22.106 グリル は， グリル 用 受け皿 を 簡単に 規定の 位置に 置く ことができる ようにで きていなければ なら 
ない。 

グ リ ル用 受け皿 は 横に 移動 させた とき， サポートから 落ちて はならない。 

適否 は， 目視 検査 及び 手動 試験に よって 判定す る。 
22.107 熱 分解 セル フク リー ニン グ オーブン は， ク リー ニン グ 行程の 終わりに 自動的に スィ ツチが 切れ， 
かつ， 再度 開始す る 場合に は， 手動の 操作が 必要と ならなければ ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
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22.108 熱 分解 セ ルフ クリーニング ォー ブ ンは， ドアの 開 閉 によって インタ ロック システム が 損 なわれ た 
り， ドアの シールが 損傷 を 受けない よう にで きていなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

オーブンの ドア を 少なく とも 10cm 開け， ハンドルに 90N の 力 を 加えて 閉める。 この 操作 を 5 000 回 行 
う。 1 000 サイ クル ごとに， 熱 分解 セルフ クリーニング 機能の ィ ン夕 ロック システム を 運転し なければ なら 
ない。 

試験 後， インタ ロック システム は， それ 以降の 使用に 適し， ドアの シール は， 損傷して はならない。 
22.109 熱 分解 セルフ クリーニング オーブン は， オーブン 中央 温度が 350 。C を 超える とき， インタ ロック 
に 故障が あっても オーブンに アクセスで きないよう に， ィ ン タロッ クが 付いていなければ ならない。 

適否 は， 目視 検査 及び 次の 試験に よって 判定す る。 

オーブン は， 定格 電圧で 通電 し， クリーニング 状態で 運転す る。 その後， 冷ます。 オーブンの 中央 温度 
が 350 で を 超えて いる 間， レバー 及び ハン ドルに 90 N の 力 を 加え， ロータ リ ノ ブに 2 N の トルク を 加え 
る。 ドア を 開ける ことができて はならない。 

インタ ロック システムに， 電源の 遮断 を 含む 通常 使用 中に 予想され る 障害 を 与えて， この 試験 を 繰り返 
すが， ときに 一つの 障害 だけ を シミュレート する。 

備考 1. 障害の 条件の 例と して は， スプリングの 破 断， 重力 式の 部分が 規定の 位置に 落ちない， 電源 
の 遮断な どが ある。 
2. 19. の 試験 中， 障害 条件 は 加えない。 
22.110 熱 分解 セルフ クリーニング オーブン は， クリーニング 行程 中， 通気孔から 可燃性 ガスが 排出され 
ないよう にで きていなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

グ レービ 30g， 水素 化合 オイル ショートニング 15 g の 混合物 を， ドア を 含めて オーブンの 内部に 均一に 
のばす。 オーブン は， 自動 温度調節 器 を 最大 セッティング にして 3 時間 運転す る。 

備考 1. グ レービの キは 牛肉の 油 出物， I は 水で できて いる。 

その後， オーブン を クリーニング 状態で 運転し， スパークの 噴出に よって， 通気孔から 出た ガスに 火 を 
つける よう 試みる。 スパーク は， 長さ 約 3mm で 各 スパーク は， 少なくとも 0.5 ゾのヱ ネル ギーを もってい 
なければ ならない。 

スパーク は， オーブンの 中央の 温度が 30 て に 達した とき， 及び 続いて 50K の 温度 上昇 ごとに 当てる。 
備考 2. スパーク を 発生させる ために 用いる 電極 は， ガスが 排出され ると 思われる 通気孔の 周りで 動 
かす。 

ガスが 燃え 続けて はならない。 

ォ 一 ブ ン に 煙 を 消 すため の 電熱 素子が 付 いている 場合， ォ 一 ブ ン の 中央 温度が ク リー ニン グ 状態 で， 
450 で を 超える 場合， 試験 は， この 電熱 素子 を 取り外して 繰り返す。 

22.111 熱 分解 セルフ クリーニング オーブン は， クリーニング 行程 中 炎が 出て はならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

適切な 容器に 入れた 無塩 バター lOOg を， オーブン 底 部の 中央に 置く。 
スパーク 発生 器の 電極 を， バター 表面から 約 7.5 cm 上に 位置させる。 

その後 オーブン は， クリーニング 状態で 運転し， スパーク を 噴出させる。 スパーク は 長さ 3 mm で， 各 
スパーク は 少な く と も 0.5 J の エネルギー を もたなければ ならない。 スパーク は， オーブンの 中央の 温度が 
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300 でに 達した とき， 及び 続いて 50K の 温度 上昇 ごとに 発生させる。 

ドアの シール， 通気孔， その他の オープニングから 炎が 出て はならない。 
22.112 ホブ は， ヒ ンジ 付きの ふたが 偶発的に 閉まらな いよう にで きていなければ ならない。 

適否 は， 目視 検査 及び 手動 試験に よって 判定す る。 

備考 ヒンジに クリ ックス ト ップ などの 手段が 付いている 場合， 又は を 壁 を 背に して 置いた とき， 
少なくとも 100° の 角度で ふた を 開ける ことができる 場合， この 規定に 適合す ると 考えられる。 
22.113 ホブ は， 夕 ツチ コントロールの 不注意な 運転に よって， 次に よる 危険な 状態が 生じる 場合， そう 
いう 不注意な 運転が 起きない ようにで きていなければ ならない。 
― 液体の 漏れ （容器の ふき こぼれに よる もの も 含む。）。 
- コン トロ一 ル パネルの 上に 置いた 湿った 布。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る 力、 機器 は， 定格 電圧で 通電 する。 試験 は， 各々 のホブ エレメント 
を 順に 通電 し， その後 ホブ エレメントに は， 通電 せずに 行う。 

深さ 2mm 以下で， コントロール パネル を 完全に カバーす るのに 十分な 水 （最低 MOniL) を タツ チパッ 
ド 間に プリ ッ ジが 生じる よう に， コ ン トロール パネルの 上に 徐々 に 注ぐ。 

400 mm X 400 mm で 140g/m 2 から 170 g/m 2 の 間の 重さの 布に 水 を 浸し， コント ロール パネルの 上に 位置 
する 正方形の パッ ドを 4 回折り 重ねる。 

ホブ エレメント を 10 秒 以上 運転して はならない。 

試験 中， 自動的に スィ ツチ 力 ゃヒフ J れる もの を 除いて， タツ チコ ン トロールの 動作に よって 作動して いる ホ 
ブ ェレメ ント のスィ ツチ を 切る ことが 可能で なければ ならない。 

22.114 タ ツチ コントロール を 含む 機器 は， ホブ エレメントの スィッチ を ON にす るた めに， 最低 2 回の 
手動 操作 を 必要と する。 しかし， OFF にす るに は， 1 回 だけの 操作で なければ ならない。 

しかしながら， 付加され たホブ エレ メン ト は， 単一の 手動 動作で スィ ツチ を ON にす る ことができても 
よい。 この場合， すべての ホブ エレメントが スィッチ を 切った 1 分 後 は， 一つの ホブ エレメント を 再 作動 
させる のに 2 回の 手動 動作 を 必要 としな けれ ば ならない。 

備考 コンタクト 表面 の 同じ 場所 を 2 回 触 れ るの は， 2 回の 操作と はみ なさない。 

タ ツチ コントロール を もつ ホブ は， それぞれの ホブ エレメント を 作動させる とき， それ を 視覚 的に 指し 
示す 手段 を 組み込ん で レ ^ な け れ ばなら ない。 

適否 は， 手動 試験に よって 判定す る。 
22.115 電磁 ホブ エレメント， なべ 検知器 を 含む その他の ホブ エレメント は， 容器 を クッキング ゾーンの 
上に 置いた と き だけ ホブ エレ メ ン ト が 運転で きる よ う にで きていなければ ならない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る 力 s， 機器 は， 定格 電圧で 通電 する。 

寸法が 100mmX2() mm 及び 厚さ 2 mm の 鉄の バー を， 各ク ッ キング ゾーンの 最も 不利な 位置に 順に 置く < 
コントロール は， 最大 セッティングに 調節す る。 

電磁 ホブ エレメント は， バーの 温度 上昇が 35K を 超えて はならない。 その他の ホブ エレメント は， 作動 
して はならない。 

22.116 なべ 検知器 を 含む ホブ エレメント は， 容器 を 10 分 以上 取り外しても， 容器に よって ホブ エレ メン 
ト のスィ ツチが ON になら ないよう にで きていなければ ならない。 

適否 は， 手動 試験に よって 判定す る。 
22.117 なべ 検知器 を 含む お 《器に おいて， シグナル ランプ は， ホブ エレメントの コントロールが OFF 時以 
外に 点灯し なければ ならない。 
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適否 は， 目 視検查 によって 判定す る。 
22.118 電源 コードの プラグ を， ドアの 上に ある コンセントに 直接 差し込んで いる 間， グリルの 運転が で 
きて はならない。 

適否 は， 目 視検查 及び 手動 試験に よって 判定す る。 
22,119 コントロール ノ ブの 過度な 温度 を 防ぐ ための 引っ込める ことができる 転向 装置 を 組み込んだ ク ッ 
キング レンジ は， コ ン トロール 動作す る と き， 使用者が 転向 装置の 熱い 表面に 触れる こ とがない よう な 構 
造で なければ ならない。 

適否 は， 引き出した 位置の 転向 装置と 通常 使用 時に 触れる コントロール ノ ブの 部分との 間の 距離 を 測定 
する ことによって 判定す る。 距離が 25 mm 以上 あるか， 又は ノブの 25 mm 以内の 箇所の 温度 上昇が 表 3 
に 規定され ている 短時間 だけ 保持す る ハンドル， ノブ， グリ ップ などの 限度 値 を 超えて はならない。 
？-? -、? …乙え マ-上- コ-ヒ -ヒ ョ- ニノ 上-き-も (ネ. 厘 A ィ—— 、：^ ± 
- し- - なえ-き.，… X もさ 二え が. QJ^__ す- 5 丄 —き-に?: ザ 二 やえ 鳴 A_ な-は^ (1 力 もら-^^^ 

直 否 _^__J_ 遠 檢 奢」 こ- 频室 t を。… 

ぁ_-.&,___音なども5&：2_：^!__遵塞に_ぶ：^ニ^^^熏ぇ_を1;ぇカぇ確戴で1§1擴1^き12-も-2：?し_^^ぅ_^^5?ニ 
：?_ レスよ えき 力よ-は おもら ゾもヒ 9__. 

二…？—？— え f 謝き-き レ.. な. は ば，… 二 ふ "—と— -な _2 工^-な— ら— 力む 上^^ 

二…？ -丄: ソ. え 2 ま-み- 9 週^に:… タ: 二- ド-- き- 1 は-な. は な- ら. _な_ ヒ?… 
1 否 L ま-，… 厘 逸1^_鸾」こ_ よ.？ ，室. t る.。… 

23. 内部 配線 内部 配線 は， JISC 9335-1 の 23. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 23.3 は， この 規格に よる。 
23.3 J1SC9335-1 の 23.3 による ほ 力、， 次に よる。 

クッキング レンジの 部分が ホブ 表面上に， 折り重ねられたり， 持ち運び のために 通常の 位置から 隔てら 
れる 場合に も， この 規定 を 適用す る。 



24. 部品 部品 は， JTSC9335-1 の 24. による ほ 力 \ 次に よる。 ただし， 24 丄 3 及び 24丄4 は， この 規格に 

よる。 

24.1.3 JIS C 9335-1 の 24 丄 3 によ る ほ 力、， 次に よ る。 

ホブ エレ メ ント をコン トロール する スィ ツチ は， 30 000 回 運転す る。 
備考 閉 位置が 一つ だけの スィッチに は， 適用し ない。 

24.1.4 JISC9335-1 の 24 丄 4 による ほ 力 \ 次に よる。 

― エネルギー レギ ユレ 一夕 

- 自動 アクション 100 000 

― 手動 アクション 10 000 

一 自己 復帰 形 温度 過 昇 防止 装置 

- ガラス 磁器 ホブの 放射 電熱 素子 100000 

一 その他の 電熱 素子 10 000 

― ク リー ニン グ 行程 を コントロール 

- 自 動 温度調節 器 熱 分解 セ ルフ クリーニング オーブン 3 000 
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24.101 OFF 位置の 付いている 自動 温度調節 器 及び エネルギー レギ ユレ 一夕 は， 周囲 温度の 変化に よって 

スィ ツチが ON になって はならない。 
適否 は， 3 個の コン トロールの サンプル について 行われる 次の 試験に よって 判定す る。 
OFF 位置に セッ ト した コントロール を 周囲 温度 一 20_。5で に 2 時間 放置し， その後， 次の 温度に 放置す る。 

一 /で （ここで， ^ は T マーキング による 温度） 
― T マーキングがない デバイスに ついては 55 V 
試験 中， OFF 位置の ままに してお く。 

500 V の 試験 電圧 を 1 分 間接 点に 印 加す る。 ブレークダウンして はならない。 
24.102 クッキング レンジに 付いている コンセント は 単相で， 接地 極が 付いていて， 16 A 以下の 定格 電流 
を もたなければ ならない。 両方の 極 は， 取り外せない カバーの 後ろに あって， コンセントの 定格 電流 以上 
とならない 定格 電流 を もつ ヒューズ 又は 小形 回路 ブレーカ によって 保護され ていなければ ならない。 しか 
し ながら， クッキ ン グ レンジが 固定 配線に 永久 接続され る も のであった り ， 分極 ブラ グ 付きの も ので ある 
場合， 中性 極 は 保護す る 必要 はない。 
適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

備考 1. 小形 回路 ブレーカの つまみに は 接近で きても よい。 

2. ド ロワ， その他の コンパートメント を 開けた 後， ヒューズに 接近で きる 場合 は， 取 外しで き 
ない カバー は 必要ない。 

25. 電源 接続 及び 外部 可とう コード 電源 接続 及び 外部 可とう コード は， JISC 9335-1 の 25. による ほか， 

次に よる。 ただし， 25.3 及び 25.14 は， この 規格に よる。 
25.3 JJS C 9335-1 の 25.3 による ほ 力、， 次に よる。 

埋込 形ホブ レンジ 及び 埋込形 オーブン は， 機器 を 据え付ける 前に 電源 ワイヤに 接続しても よい。 
25.14 J1S C 9335-1 の 25.14 による ほ 力、， 次に よる。 

温度 感知 プローブに ついては， 合計 曲げ 回数 は 5 000 回で ある。 円弧 形 断面 コード 付きの プローブ は， 
2500 回 曲げた 後 90。 ターンさせる。 

26. 外部 導体 用 端子 外部 導体 用 端子 は， J1SC 9335-1 の 26. による。 

27. 接地 接続の 手段 接地 接続の 手段 は， JISC 9335- 1 の 27. による。 

28. ねじ 及び 接続 ねじ 及び 接続 は， J1SC 9335-1 の 28. による。 

29. 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 は， 9335-1 の 29. による ほ 

か, 次に よる。 ただし， 29.2 及び 29.3 は， この 規格に よる。 

29.2 J1SC 9335-1 の 29.2 による ほ 力、， 次に よる。 

マイ クロ 環境 は， 絶縁が 囲まれて いる 又は， 機器の 通常 使用 中に 汚染に さらされる ことが 起こ りそう も 
ない 位置に ある 場合 を 除いて， 汚染 度 3 である。 

29.3 JIS C 9335-1 の 29.3 による ほ 力、， 次に よる。 

こ の 要求 事項 は， IEC 61032 の 試験 プロ ーブ 41 によ つて 接近す る こと がで きない 可視 赤熱 電熱 体の シー 

スには 適用し ない。 



著作 ii^ により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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30. 耐熱性 及び 耐火性 耐熱性 及び 耐火性 は， JISC 9335-1 の 30. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 30.2 は， 
この 規格に よる。 

30.2 JIS C 9335-1 の 30.2 に よる ほか， 次に よる。 

タイマの 付いていない グリル 及び グリ ドルに ついては， 30.2.2 を 適用す る。 
その他の 機器に ついては， 30.2.3 を 適用す る。 

31. 耐 腐食 性 耐 腐食 性 は， JISC 9335-1 の 31. による。 

32. 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 は， JIS C 9335-1 

の 32. による ほカヽ 次に よる。 

32.101 熱 分解 セルフ クリーニング オーブン は， クリーニング 中 一酸化炭素 力、 危険に なるほど 排出され 
ないように できなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

22.110 に 示す 混合物の 量の 2 倍 を， ドア を 含め オーブンの 内部に 均一に のばす。 オーブン は， 定格 電圧 
で通電 し， 自動 温度調節 器 を 最大 セッティングで 3 時間 運転す る。 

その後， オーブン を 室温まで 冷まし， 容積 2()m 3 〜25m 3 ， 低速 ファンに よって 空気 を 循環す る 閉じた 試 
験 ルームに 入れる。 オーブン は クリーニング 状態で 運転し， 床の 中央の Im 上で 一酸化炭素の 濃度 を 測定 
する。 

一酸化炭素の 濃度 は， 0.015% を 超えて はならない。 

ォ 一 ブ ンに 煙 を 消す 電熱 素子が 付 いている 場合， 電熱 素子が 回路 上 にある とき だけ ク リー ニン グ 行程 を 
行う ことができる 以外 は， 試験 は， この 電熱 素子の 電源を切って 繰り返す。 



著作権法 により 無断での 複製， ！^^政等は禁止されてぉり ます。 




単位 



クッキング ゾーンの 直径 


およその 寸法 


a 


b 




^110 


110 


140 


8 


> 110^ 145 


145 


140 


8 


>145^180 


180 


140 


9 


> 180 ^220 


220 


120 


10 


>220^300 


300 


100 


10 



備考 容器の 底の 最大の くぼみ は， 0.05 mm 以下で なけれ 

ばなら ない。 容器の 底 は， 凸面で はない。 

付図 101 ホブ エレメントの 試験 容器 



単位 
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/ 
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A ： 底と 側面の 厚さ 2 mni±a5 mm 

C ： 最大く ぼみ 

d ： 底の 平面の 直径 
備考 容器 は， 最大 炭素 含有量 0，08% の 低 炭素鋼で できて 
おり， 金属製の ハン ドル 又は 突起が 付いていない 円 
筒形で ある。 容器の 底の 平らな 部分の 直径 は， 少な 
く とも クッキング ゾーンの 直径がなければ ならな 
い。 容器の 底の 最大の くぼみ C は 0.006 J 以下。 こ 
こで， J は， 容器の 底の 平らな 部分の 直径で ある。 
容器の 底 は， 凸面で はない。 



付図 102 電磁 ホブ エレ メン 卜の 試験 容器 
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単位 




著作権法 によ り 無断での 複製， 転職 等 は 禁止され ており ます, 
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備考 固定ね じ 力 S， く しの 直径に 接触す るよう にお もり を 回転ぐ しに 《 せる C 

付図 103 回転ぐ しの 試験 用 荷重 



接着剤 



熱電対の 電線の 直径 は 0.3 

IEC 60584-1 の タイプ K (クローム アルメル） 




/すずめつ き 銅 円盤 
直径 5， 厚さ 0.5 



ポリ カーボ ネィ 卜 管 
\ 内径 3, 外径 5 



八ン ドル は 接触 圧力が 
4N ± IN となる よう 
二 調整す る 



備考 ディスクの 接触 面 は 平らで ある。 熱電対 は， ディスクの 温度 を 確実に 測定 
できる よう に はんだ 付けす る。 



単位 



付図 104 表面 温度 測定 用 プローブ 



i+ 簾 



著作権法 により 無断での 複製， 戦 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 

lis C 9335-1 の 附属 書に よ る 。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております, 



附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS C 9335-2-6 ： 2004 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性— 

第 2-6 部： 据置形 ホブ， オーブン， クッキング レンジ 及び これに 類す る 機器の 個別 要求 

事項 


IEC 60335-2-6 ： 2002 Household and similar electrical appliances ― Safety ― 
Part 2-6 : Particular requirements for stantionary cooKing range, hobs, ovens and 
similar appliances 


(I)JIS の 規定 


(丄丄 ) mur^ 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国お 規格との 技術的 差異 
の 項 目 ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 

表示 方法 ： 点線の 下線 


\^ ) Jlo し こ レソ: ロリ チ 人-レン "^王 ttl 

及び 今後の 


項目 
番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1. 適用 範 

囲 


定格 電圧が 単相 250 V 以 
V ， そ の 他 480 V 1^ の豕 

庭 用 据置形 ホブ， オーブ 

、ノ り 、ソ :t ソ ク、、 レ ン 、、)ヽ7^^ 7% 
ノ、 ノ レン Z /X 

これに 類す る欐 器の 安全 

性 


IEC 

60335-2-6 


1 


JIS に 同じ。 


1DT 






2. 引用 規 

格 


本体で 引用され る 規格 
JIS C 1602 


lHy し 

60335-2-6 




本体で 引用され る規 
格 

IEC 60584-1 


MOD/ 

変更 


引用 規格の うち， JIS 
に 置き換えられる も 
の は JIS と した。 


引用で ぎろ rie i 、あろ 場存け 寸べ て 

JIS に 置き換える。 


3. 疋我 


各 製品の 通常 動作， 製品の 

定義 

フラット コントロール： 
指で 押す こ とで 機械的な 
接点が 動き， 始動す るコン 
トロ一 ル。 ただし， 押 圧が 
4 N 以下の もの は 夕 ッ チコ 
ン ト ロールと みなす。 


IEC 

60335-2-6 




JIS に 同じ。 

ただし フラット コン 
ト ロールの 定義な し。 


MOD/ 
追加 


JIS では， マイクロス 

イッチ （機能的 接点 を 
もつ もの） を 利用した 
スィ ツチ は "タツ チコ 
ン トロール" と 区別し 

て 定義した。 


機械的 接点が ある スィ ツチ は ON させ 
ると きに 操作 感覚が あるので， "タツ 
チ コント ロール" のよう な 安全 機構 （異 
なる 2 種類の 操作で ON) は 必要ない こ 
とから， 定義 を 区別した。 1EC に 提案 
を 検討。 


4. 一般 要 

求 事項 


安全の 原則 


IEC 

60335-2-6 


4 


JIS に 同じ。 


IDT 
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^i^n^ ^^^i^sl, 一 ss^{i お .Ih ゆや 1ぺ お 一： > 科. r。 



( I ) JIS の 規定 


、丄 1 ノ に"^ 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) J1S と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ご と の 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(\ [ヽ lie > 围|^ 潮 格； "の 枝 も f 白 勺 差 虽のチ 困 由 

、 V ノ J J.k3 し t^hU ヽ/ つ TU O V ノコ xi,|、j y ：；)^^ プラ V ノ少土 

及び 今後の 対策 


項目 

リ 


内容 


項目 

審- き 


内容 


項 目 ご と 

の き 取 核 


技術的 差異の 内容 


5. 試験の 
ための 一 
般 条件 


サンプル 数， ガスの 使用 条 
件な ど 


60335-2-6 




JIS に 同じ。 


IDT 






0. 刀 方臾 


咸 雷に"^ ォすス 《_Q 華 港 百/, 
电 fr^ ス、」 9 る 1 术ロ S 7T 方 V し 

ついて， クラス I 以上 を 

要求 


60335-2-6 


c 



咸 看に ォす ス /a zs. 
iSM Eg, し ス、 J 9 な 1 禾 6S 刀 

類に ついて， クラス I 

以上 を 要求 


Ayr 八 T"\ / 

MUD/ 

追加 


lie; 々モフ n T おや' 

器 を 認めた。 


々^ス n T 機;^ の极 いは A ま 西ド雷 車' 障 

■ ノ Z U 丄 1 戌' nrr V ソ：] V レょ， 口 し电^ ^1 罔 
(コンセントに ァ一ス なし） による。 


7 ^ 77^ 73r 
た 我 小 

び 取扱 説 

明 


ま松弃 i 欠糨さ^^のずマホ？^き^^ 

明 書への 記載 内容 


lEC 




Jlo に FU し 


丄 JJ 丄 






？ S. ノ Ci 电 pP 
への 接近 
に対する 

保き 萑 

PN ロス 


き ft' i 台ホ旨 7^ 、モス K プ n — 

ブ による 検査 
着火 回路の 充電 部 


lEC 

UUJJ コ-ム 一 u 


g 

o 


lie; ヒ （^ド 
Jlo に 1 口」 し。 


lU 丄 






9, モータ 

瞬 力 機器 

ハョは a IT 

の 始動 


適用し ない。 


IHj し 

60335-2-6 


9 


J1S に 同じ。 


IDT 


- 




10. 入 力 

及び 電流 


電磁 ホ ブ ェレメ ン トはモ 
一夕 駆動機 器の 規定 を 適 
用 


IJL し 

60335-2-6 


10 


JIS に 同じ。 


IDT 


- 




11 濕 度 

上昇 


'設置 条件 胃式驗 時間 M% 
電圧 及び 温度 測定 箇所な 
ど を 規定 


lEC 

60335-2-6 


1 1 
丄 丄 


IIS ir IhI レ、 


丄丄 丄 






12. 欠如 


規定な し 


lEC 

60335-2-6 


12 


JIS に 同じ。 


IDT 






13. 動 作 

温度での 
漏え ぃ電 
流 及び 耐 
電圧 


運転 状態に おける 漏え い 
電流 及び 耐 電圧 試験 


lEC 

60335-2-6 


13 


JIS に 同じ。 


IDT 
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( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評 価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国 ™ 各との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の? f 策 


項目 

ier?i 口 


内容 


項目 

番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


14. 過 渡 

過 電圧 


空間 距離 の 既定値 を 満 た 
さない 箇所に 対する ィ ン 
パルス 試験' によ る 代替え 
ffA 験 


IEC 

60335-2-6 


14 


J1S に 同じ。 


1DT 






15. 耐 湿 

性 


いつ （溢） 水 試験 及び 耐湿 
試験 


IEC 

60335-2-6 


15 


J1S に 同じ。 


1DT 






16. 漏 え 

い 電流 及 
び耐 電圧 


耐湿 試験 後の 絶縁 性の 評 
価 


IEC 

60335-2-6 


16 


JIS に 同じ。 


IDT 


― 




17. 変 圧 

器 及び そ 
の 関連 回 
路の過 負 
荷 保護 


変圧器が 過 負荷 又は 短 /铬 
状態 を 模擬した 温度 試験 


IEC 

60335-2-6 


17 


JIS に 同じ。 


1DT 






18. 耐 久 

性 


適用し ない。 


IEC 

60335-2-6 


18 


JIS に 同じ。 


IDT 


- 




19. 異 常 
運 準 云 


容器な し 運転， 電磁 ホブェ 
レメ ントの 異常 運転な ど 


1EC 

60335-2-6 


19 


JIS に 同じ。 


IDT 






20. 安 定 

性 及び 機 
械的 危険 


オーブン 及び レンジの ド 
ァを 開けた ときの 安定性 


1EC 

60335-2-6 


20 


JIS に 同じ。 


1DT 






21. 機械 

的 強度 


ガラス 及び 磁器 材料 （ドア 
及び ホブ 表面） の 強度 試験 
ガラス パネルの 熱 衝撃 試 

m 


1EC 

60335-2-6 


21 


JIS に 同じ。 


1DT 
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(I)JIS の 規定 


/ TT ヽ FFT にれ 

( 11 ) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格 と の 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と 国 i^^OT 谷との 伎 iir 日 3 差異の 埋由 

及び 今後の 纖 


項目 
番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


22. 構造 


構造 一般， ホブ エレメント 
の 固定， オーブンの 排気， 
オーブンの インタ ロック， 
清掃 中の 安全， スィッチの 
不意な ON 状態 禁止な ど 
22.201 フラット コント 口 
ールを もつ ものに あって 
は， 電源 スィ ツチ を もち， 
フラット コント ロー ルス 
イッチ を 押した とき， 又は 
ヒータが ON するとき に， 
ブザーが 鳴らなければ な 
ら ない。 

22.202 ホブ 又は クッキ ン 
グ レンジに あって は， スィ 
ツチ は "入" から "切" に 
操作した とき 回り 止め， 
光， 色， 音な どに よって， 
夹に W の IXJfe となる 
こ とが 確認で きる 構造 を 
もつ ものであって， 次のう 
ち 1 以上 を 満足し なければ 
ならない。 

- ロック？ 5!f'，5 を投 作し な 

ければ "入" となって 

はならない （22.113 又 
は 22.201 に 適合す る も 

の を 除く。）。 


IEC 

60335-2-6 
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JIS に 同じ。 

ただし， フラット コン 
ト ロール 及び 機械的 
ス イツ チの 不用意に 
電源が 入らない 構造 
は， 規定して いない。 


MOD/ 
追加 


J1S では， 機械的 スィ 

ツチ （フラット コント 

ロール 及び 押 回し 式 
スィッチ） について 
も， 不用意に 電源が 

ON にならない よ う に 
規定。 


フラット コントロール は， 定義 を 追加 
し， 夕 ツチ コントロールと 区別した こ 
とに よって 規定 を 追加した。 
その他の 機械的 スィ ツチに ついても， 
日本に おける 住宅 事情と 火災 実績 （特 
に 地震） から 火災 予防 上， スィッチの 
不用意 動作 禁止 は 必要で ある。 
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(I)JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) J1S と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) JIS と a 職 格との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の 対策 


ェ酉目 

く 只 \—\ 

番号 


内容 


項目 

一 只 1—1 

番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差 思の 内容 




- スィッチつ キ みの 周辺 

Z ヽ 1 X / ノ cr^ レ尸 V ノズ MJ 

に ガード を 設けて いな 
ければ ならない。 
- スィッチ つまみ 操作 部 
が 操作 パネル 表面よ り 
奥まってい なければ な 
ら ない。 














23. 内 部 
配線 


内部 配線の 屈曲 試験な ど 


IEC 

60335-2-6 
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J1S に 同 じ 。 


IDT 


- 




24. 部品 


スィ ツチ 及び 自動制御 装 
置の 開閉 試験 
クッキング レンジの コン 
セント 


IEC 

60335-2-6 
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JIS に 同じ。 


IDT 


― 




25. 電 源 
接続 及び 
外部 可と 
う コード 


電源 コードの 種類， 断面 積 
及び 温度 感知 プロ 一 ブの 
折曲げ 試験な ど 


IEC 

60335-2-6 
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JIS に 同じ。 


IDT 


― 




26. 外 部 

導体 用 端 
子 


JIS C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-6 
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JIS に 同じ。 


IDT 






27. 接 地 

接続の 手 
段 


JIS C 9335-1 による。 


1EC 

60335-2-6 
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J1S に 同じ。 


IDT 






28. ね じ 

及び 接続 


JIS C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-6 
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J1S に 同じ。 


IDT 







お 
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( I ) JIS の 規定 


/ TT ^ 围ぼ祭 

、丄 丄リ 1^ VTJ^ 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ご と の 評価 及び そ の 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下線 


A 八 ITS ん [HS^W ネ芡ん の 坊;? ポ子お トぎ堪 の i 甲 由 
\^ ) Jlo こ |^K^-viaf0 し V ノ; jxi/i リロ リノ ソぁ土 

及び 今後の 雕 


項目 
番号 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


ゥ き fm 

Ly, ェ 1 日」 

距離， 沿 

び 固体 絶 

縁 


力 III! HBM y/vT5f BE ぎ T2r rfTriirl 
ェ间 it ほ 内 TE， iti IMJiEIEgtEili^^U^iMl 

体 絶縁の 厚さ 

汚損 W ^ お 商 ffl すス 
i -J J 只/ ス J 0- ？ orn 7 'リ 

可視 電熱 素子 は， テスト プ 

ローブが 触れない 箇所に 

は 固体 絶縁の 厚さ を 適用 

しない。 


IEC 




JIS IrJ じ 。 


IDT 






^0 耐 執 

性 及び 耐 
火 性 


Ttf —— >>レ フ" し 、ソ 、ン セ S-tS: m /f 
/4、 ノレ 7 レノノ V 口 狭， ノ 

ロー ワイヤ 試験 及び ニー 

ドルフ レーム i 式, 験 


lEC 

60335-2-6 




lie レ、 

J1J> に 1 口」 し 


丄 JJ 1 






31. 耐 腐 

食 性 


JIS C 9335-1 による。 


IEC 
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JIS に 同じ。 


IDT 






32. 放 射 

線， 毒性 
その他 こ 

れに 類す 
る 危険性 


熱 分解 自己 清掃 形 オーブ 
ンの 清掃 中の 一酸化炭素 
排出 量の 測定 


IEC 

60335-2-6 
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JIS に 同じ。 


IDT 






附属 書 


JIS C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-6 


附属 書 


JIS に 同じ。 


IDT 







JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
- IDT 技術的 差異がない。 

一 MOD/ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 MOD/ 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

2. JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 
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^-^_id6ru, -lii-ii^ui 通. lb ゆ さ T お t> i.r。 
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C 9335-2-6 ： 2004 

参考 規格 

この 参考 規格 は， JISC 9335-1 の 参考 規格に よる ほ 力、， 次に よる。 
JIS C 9335-2-9 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全 一 第 2-9 部： 可搬形 ホブ， オーブン， トー スタ 

及び これらに 類す る 機器の 個別 要求 事項 
JIS C 9335-2-25 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全 一 第 2-25 部 ： 電子レンジ 及び 複合 形 電子 レン 

ジの 個別 要求 事項 



著作権法 によ り 無断での 複製， 板載等は^^1|ヒされてぉり ます。 



32 



JISC 9335-2-6： 2004 

家庭 用 及び こ れ に 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-6 部 ： 据置形 ホブ， オーブン， クッキング レンジ 及び 
これらに 類す る 機器の 個別 要求 事項 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定' 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問 合わせ は， 財団 
法人 日本規格協会へ お願いします。 

1. 改正の 趣旨 旧規 格 は， 1997 年に 第 4 版と して 発行され た IEC 60335-2-6 ： 1997, Household and similar 
electrical apoliances ― Safety ― Part 2-o : Particular requirements lor stationary cooking ranges, hobs, ovens and 
similar appliances を 元に 作成した 規格であった。 その後， IEC 60335-2-6 が 2002 年に 第 5 版と して 発行され 
た。 そこで， この 規格 を， IEC 規格に 整合させる ために 改正 を 行った。 

2. 改正の 経緯 この 規格 は， 電気 食器 洗 機と して 国際的に 広く 用いられ ており， 日本と しても 対応す る 
IEC 規格の 改正に 合わせて， 可能な 限り 早く 改正す る ことが 望まれて いる。 今回の 改正 も， 国際的な 動き 
に 合わせて いる。 

3. 適用 範囲 （本体の 1.) この 規格の 適用 範囲 は， 家庭 用 及び これに 類す る ものと なって いる 力、 店舗， 

ちゅう （厨） 房， 農業， サービス 業な どに 用いる もの も 含まれる。 また， この 規格 は， 制定 後に 電気 用品 
安全 法の 技術 基準 省令 第 2 項への 採用 を 前提と している。 

4. 規定 項目の 内容 この 規格 は 原則と して， 元と なる IEC 60335-2-6 に 整合して いる。 規定 項目 は 次の 
とおりで ある。 

一 感電に 対する 保護 及び 有害な 水の 浸入に 対する 保護 分類 

一 本体 表示 及び 取扱説明書 

一 充電 部への 接近に 対する 保護 

一 定格 入力 又は 定格 電流の 許容 差 

一 通常 使用 状態での 温度 上昇限度 

一 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

- 過渡 過 電圧 

一 耐湿性 

一 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

一 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， il!^^ 載 等 は 禁止され ております。 
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- 異常 運転 

- 安定性 及び 機械的 危険 
一 械的 強度 

一 構造 一般 

― 内部 配線に 関する 規定 
一 部品の 取扱い 

一 電源 接続 及び 外部 可とう コード 
- 外部 導体 用 端子 
- 接地に 関する 規定 
― ねじ 及び 接続 

一 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 
一 耐熱性 及び 耐火性 

5. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 は， 次に よる。 

第 59/61-1 委員会 構成 表 



解 2 

著作権法 により 無断での 直 製， 观等 は禁. Ik されて おり ます。 



(委員） 



(WG-1 代表) 
(WG-2 代表) 
(WG-3 代表) 



所属 

東京大学 大学院 新 領域 創 成 科学 研究科 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

財団法人 日 本 品質保証 機構 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 

社団法人 日本 電気 協会 

国民生活 センター 

財団法人 日本 消費者 協会 

全国 地域 婦人 団体 連絡 協議会 

消費 科学 連合会 

社団法人 日本 厨房 工業 会 

日本 自動販売機 工業 会 

日本 暖房 機器 工業 会 

社団法人 日本 ホームへ ルス 機器 工業 会 

社団法人 日本 冷凍 空調 工業 会 

社団法人 日 本 ガス 石油 機器 工業 会 

社団法人 電子 情報技術 産業 協会 

三洋 電機 株式会社 

シャープ 株式会社 

株式会社 東芝 

日立 ホーム & ライフ ソ リ ュ一シ ヨン 株式 会 
社 

松下電器 産業 株式会社 

松下電器 産業 株式会社 

松下電工 株式会社 

三菱 電機 株式会社 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

松下電器 産業 株式会社 

松 下 冷 機 株式会社 



之 長 次 均 功 環 



夫 英武 史巳傑 昭友之 



代 美 

チ 酉ハ 

g 博英秋 文 三 真 省文隆 浩昭 秀 孝啓昭 

崎澤木 井井 田 藤 野 賀田瀬 田 田 田 山 合 原 實崎衡 

木々 志 

大八佐 浅 浅 鎌 伊中 山 岡 柳 鴨 半 高 丸 河 藤 松 山 仁 



功夫 二 史博宏 穎 

安 輝 禎雄政 聖 

田 本 井野 藤 木 

青 島 石 松 佐佐秦 
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(WG-4 代表) 
(WG-5 代表) 



(事務局） 



(委員長） 



(事務局） 



東芝 キャリア 株式会社 
日立 ェ機 株式会社 
経済 産業 省 
経済 産業 省 
経済 産業 省 

社団法人 日本 電機 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 



調理 家電 技術 専門 委員会 構成 表 

所属 

行 松下電器 産業 株式会社 
行 三洋 電機 株式会社 

毅 三洋 ホーム アプライ アンス 鳥 取 株式会社 
二 三洋 ホーム テック 株式会社 
良 シャープ 株式会社 
弘 株式会社 千 石 
弘 株式会社 千 石 
悟 象 印 マ ホー ビン 株式会社 
博 象 印 マ ホ 一 ビ ン 株式会社 
治 タイガー 魔法瓶 株式会社 
明 タイガー 魔法瓶 株式会社 
博 東芝 ホーム テク ノ 株式会社 
満 東芝 ホーム テク ノ 株式会社 
行 ピーコック 魔法瓶 工業 株式会社 
浩 ピーコック 魔法瓶 工業 株式会社 
明 株式会社 日立 ホーム テック 
繁 松下電器 産業 株式会社 
潤 松下電器 産業 株式会社 
三 三菱 電機 ホーム 機器 株式会社 
男 三菱 電機 ホーム 機器 株式会社 
純 社団法人 日本 電機 工業 会 



明徳 夫 俊 紀男純 

和雅由 正大 和雅 

山 橋 野 井村 田 子 

神 高 平 萬 中柴笹 



^芳光 俊 章 和 和 邦 昇敏和 信 利 健定雅 

野 田 藤 野 田 川原 脇 加 前 合 中 村 村 子 木口 口 橋 谷 子 

治 谷 

宇 池 内 塩 前 長 藤 西 星 宮河田 川 川 浜 鈴 山 井高 金徑 
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著作権法 によ り 無断での 複製， 転職 等 は 禁止され ており ます, 



★ 内容に ついての お 問合せ は' 棵準部 標準 調査 踝へ FAX [FAX(03)34O5-554lTEU03)577O-1573] 
で ご連絡く ださい。 

★ JISJW 格 票の 正^^が 発行され た^ M は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 ，!£ "ぼ ゅィヒ ジャ一 ナル" に， 正，,1為の内容を揭*^ぃたします。 

(2) 原則として 月お 3 火 HiilU に， "し"! 經産： お r リ ir 及び "日刊 工業 新 ST の J1S 発 仃 の 広告 惘 
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なお， 当 協会の J1S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正 簾聚が 発行され た 場合' 自動 

的に お送りい たします。 ， 
は 親 t さほの ご注文 は， ？?及1^3^部カ ス タマ 一サービス S [TEL(03)3583-8002 FAX(03)35S3-0462j 

又は 下^の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので， お 中 込みく ださい。 
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著作 職 法に より 舾 までの K«, 転 戴 等は鱭 止されて おります， 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 標準 部 標準 翻 査媒へ FAX [FAX(03)3405-554! TEL(03)5770-1573] 

で ご連絡く ださい。 
★JIS 規格 欺の 正誤 稱が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当協会発行の月刊ュ "！^？！ゅ化ジャー十ル" に， 正 • ^の 内容 を揭 救いた します C, 

(2) 原則と して?^夂す」?^3 火[«(^[=|に， ''Brmmmr 及び "日刊 ェ 新 iir の jis 発行の 広告欄 
で, 正, 澳: ：；ミ: が 発行され た JIS 規 tSi^'sj- 及び 規格の 名 f ポを お知らせい たします。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正鍈粟 力, 行され た 場合， 自動 

的に お送りい たします。 

★JIS 規格 票の ご注文 は， 普及 事 藥都カ ス夕 マ一 サ一 ビス^ :tEL(03)3583-8002 FAX(03)3583-0462] 
又は 下記の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので， お 申込みく ださい。 
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